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人
物
を
め
ぐ

っ
て
ー

角

津

曲
ハ

子

序

藤
原
信
実

(
一
一
七
七
-

一
二
六
五
)
の
著
作
と
伝
え
ら
れ
る

『
今
物
語
』
が

成

っ
た
鎌
倉
期

(書
中
の
第
三
十
段

に

「
延
応
元
年
正
月
十
九
日
の
曉
或
人
の
夢

に
」
と
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
延
応
元
年
〈

一
二
三
九
〉
以
後

の
成
立
)

に
は

周
知
の
と
お
り

『
今
昔
物
語
』
に
つ
づ
い
て
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』、

『
十
訓
抄
』

や

『
古
今
著
聞
集
』
な
ど
を
筆
頭
と
し
て
、
多
く
の
説
話
集
が
編
ま
れ
た
の
だ
が

総
じ
て
説
話
集
は
、
は
じ
め
か
ら
個
人
の
創
作
に
よ

っ
て
い
る
作
り
も
の
が
た
り

と
違

っ
て
、
あ
く
ま
で
も
事
実
を
素
材
と
し
て
い
る
た
め
、
個
性
の
有
無
が
い
ろ

い
ろ
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
確
か
に
、
説
話
集
の
も
つ
口
承
性
や
流
動
性
は
、
そ

れ
を
考
え
る
上
で
大
き
な
問
題
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
、
は
ん

ら
ん
し
て
い
た
数
多
い
説
話
の
中
か
ら
何
ら
か
の
基
準
を
も

っ
て
、
数
編
を
取
捨

選
択
し
て
、
そ
れ
ら
を
紙
上
た
表
現
す
る
際
に
は
大
い
に
作
者

の
文
学
的
手
腕
が

発
揮
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
説
話
集
の
文
学
的
価
値
な
る
も
の
は
こ
め

こ
と

に

一
任
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
は
今
ま
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

『
今
物
語
』
の
独

自
性
を
探
究
す
る
こ
と
を
最
終
目
的
と
し
た
い
の
だ
が
、
先
に
掲
げ
た

『
宇
治
拾

遺
物
語
』
、
『
十
訓
抄
』
や

『
古
今
著
聞
集
』
の
三
書
に
は
序
文
が
ほ

ど

こ

さ

れ

て
、
著
作
目
的
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
説
話
の
配
列
も
整
然
と
し
て
い

る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
た
だ
五
十
三
の
短
編
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る

『
今
物
語
』

に
は
著
者
の
自
序
は
な
く
、
著
作
意
図
を
探
す
手
が
か
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ

こ
で
以
下
ま
ず
各
段
に
あ
ら
わ
れ
た
人
物
の
履
歴
を
調
査
し
て
、
こ
れ
が
ど
の
よ

う
な
環
境
に
あ
る
か
を
闡
明
し
、
い
か
な
る
点
で
作
者
の
藤
原
信
実
を
し
て
、
そ

れ
ら
の
人
物
を
本
物
語
に
登
場
さ
せ
た
か
と
い
う
問
題
を
考
察
し
て
、
独
自
性
究

明

の

一
環
と
し
た
い
。

な
お
、
本
文
に
関
し
て
は
、
流
布
本
と
し
て
村
井
敬
義
本
を
底
本
と
し
た

『
群

書
類
従
』
本
が
あ
る
ほ
か
、

『
国
文
学
註
釈
叢
書
』
に
山
本
信
哉
氏
所
蔵
の

『
今

物
語
書
入
本
』

(「朱
書
云
」
「守
信
云
」
と
い
う
書
入
が
多
い
)
が
あ
る
。

『
群

書
類
従
』
本
に
は
屋
弘
弘
賢
、
横
田
茂
語
本
が
校
合
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
間
に

ほ
と
ん
ど
差
異
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
す
べ
て

『
群
書
類
従
』
本
に
よ
っ
た
。

一
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昼

段
〕

近
衛
院
の
御
母

(
一
一
一
七
-

一
一
六
〇
)

本
名
藤
原
得
子
。
父
は
権
中
納
言
藤
原
長
実
。
母
は
左
大
臣
源
俊
房

の
女
。
鳥

羽
院

(
一
一
〇
三
i

一
一
五
六
)

の
愛
育
を
受
け
、
保
延
五
年

(
一
一
三
九
)
に

近
衛
院
を
出
産
し
た
後
、
永
治
元
年

(
一
一
四

一
)
に
皇
太
后
と
な
り
、
久
安
五

年

(
一
一
四
九
)
に
は
院
号
を
賜
は
り
、
美
福
門
院
と
称
さ
れ
た

(
『
女
院
伝
』

『
百
錬
抄
』
)。
『
今
鏡
』
八
男
山

・
虫
の
音
〉
、
『古
事
談
』
巻
五
、
『
保
元
物
語
』

上
、
『
愚
管
抄
』
巻
四
や

『
保
暦
間
記
』
な
ど
に
も

記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
鳥
羽

院
が
、
得
子
を
寵
愛
す
る
あ
ま
り
に
崇
徳
院

(
一
一
一
九
-

一
一
六
四
)
を
譲
位

さ
せ
て
、
わ
ず
か
三
歳
の
近
衛
院
を
帝
位
に
つ
か
せ
た
が

(
一
一
四

一
)
、

そ
の

後
、
十
七
歳
と
い
う
若
さ
で
同
院
が
崩
御

(
二

五
五
)
し
た
の
で
、
そ
の
原
因

は
崇
徳
院
と
そ
の
第

一
皇
子
の
重
仁
親
王
が
呪
咀
し
た
た
め
で
あ
る
と
信
じ
、
重

仁
親
王
を
差
し
置
い
て
、
後
白
河
院

(
一
一
二
七
-

一
一
九
二
)
を
即
位
さ
せ
た
。

そ
れ
に
藤
原
忠
通

・
頼
長
兄
弟
の
対
立
が
か
ら
ん
で
、
翌
年
の
保
元
元
年

(
一
一

五
六
)
に
武
士
階
級
進
出
の
大
き
な
き

っ
か
け
と
な

っ
た
保
元
の
乱
が
勃
発
し
た

の
で
あ
る
か
ら
、
得
子
は
同
乱

の

一
つ
の
原
因
を
な
し
た
人
物
と
い
え
る
。
そ
の

よ
う
な
、

い
は
ば
傾
国
の
要
素
を
も

つ
女
性
で
あ
る
た
め
、
彼
女
を
め
ぐ
る
説
話

は
多
く
、

ま
た
死
後
、

彼
女
を
悼
む
歌
が
、
俊
成

(
一
一
一
四
ー

一
二
〇
四
)

(『
長
秋
詠
藻
』
中

・
下
)
や
、
作
者
信
実
の
父
隆
信

(
一
一
四
ニ
ー

一
二
〇
五
)

(『
藤
原
隆
信
朝
臣
集
』
上

「哀
傷
」
・
『
今
鏡
』
八
虫
の
音
〉
)
な
ど
に
よ

っ
て
詠

ま
れ
て
い
る
。

得
子
が
、
さ
か
し
ら
顔
の
女
房
を
優
雅
に
た
し
な
め
る
よ
う
す
を
見
て
、
あ
る

大
納
言
が
熱
烈
に
彼
女
を
思
慕
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
本
話
も
、
主
跟
は
、

得
子
に
お
か
れ
、
彼
女
が
い
か
に
才
気
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
女
性
で
あ

っ
た
か
を

も
の
が
た

っ
て
い
る
。
類
話
は
な
い
が
、

『
今
鏡
』

〈
虫
の
音
〉
の
美
福
門
院
が

崩
御
し
た
際
に
、
隆
信
が
歌
を
詠
ん
だ
記
事
に
、
「む
げ
に
年
若
き
人

(隆
信
)、

幼
く
よ
り
馴
れ
仕
う
ま

つ
り
て
し
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
隆
信
の
母
が
美
福
門
院

の
女
房
加
賀
で
あ
る
と
い
う
関
係
か
ら
も
察
し
て
、
本
話
は
父
隆
信
あ
た
り
か
ら

の
伝
承
で
あ
ろ
う
。

〔
二
段
〕

薩
摩
守
忠
度

(
一
一
四
四
-

一
一
八
四
)

平
忠
盛
七
男
。
清
盛

(
一
一
一
八
-

一
一
八

一
)
の
弟
。

「平
家
に
非
ず
ば
人

に
非
ず
」
と

一
世
を
風
靡
し
た
平
家
の

一
門
に
あ

っ
て
、
風
流
譚
を
残
し
て
い
る

の
は
彼
だ
け
で
あ
る
。
あ
の
右
名
な
都
落
ち
の
際
に
俊
成
に
詠
草
を
託
す
と
い
う

逸
話

(
『
平
家
物
語
』
巻
七
)
を
は
じ
め
と
し
て
、
た
と
え
新
興
階
級
の
武
士
で

あ

っ
て
も
、
武
芸
よ
り
も
、
和
歌
の
方
に
名
を
と
ど
め
た

(
『
千
載
和
歌
集
』
以

下
の
勅
撰
集
た
九
首
入
集
、

『
平
忠
度
朝
臣
集
』
を
存
す
)
よ
う
な
忠
度
の
も
つ

風
流
心
が
本
話
に
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

類
話
は
、

『
十
訓
抄
』
第

一
「可
施
人
恵
事
」
と

『
古
今
著

聞

集

集
』
巻

八

「
好
色
」
と
に
見
え
る
。
前
者
は
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
が
、
後
者
は
主
人
公
が

「あ
る
大
納
言
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
三
段
)
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或
殿
上
人

類
話
未
見
。

〔
四
段
〕

あ
る
殿
上
人

類
話
が
、

『
十
訓
抄
』
第

一
「可
施
人
恵
事
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

〔
五
段
〕

帝
話
中
、
主
人
公
の
明
記
は
な
い
が
、
こ
れ
に

「聞
し
召
し
」、
「
押
し
入
ら
せ
給

ひ
け
り
」
な
ど
の
最
高
敬
語
を
用
い
て
い
る
の
で
帝
と
推
量
し
て
よ
い
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、

『
国
文
学
注
釈
全
書
』
所
収

『
今
物
語
書
入
本
』
で
は

「
ち
と
き
こ

し
め
し
て
」
の

「
ち
」
は

「
み
か
」

の
あ
や
ま
り
で
あ
る
と
指
摘
し
、
主
人
公
を

帝
と
断
定
し
て
い
る
。

類
話
が

『
十
訓
抄
』
第

一

「可
施
人
恵
事
」
に
見
え
る
が
、
こ
れ
に
も
主
人
公

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

〔
六
段
〕

あ
る
田
舎
人

類
話
未
見
。

〔
七
段
〕

後
徳
大
寺
左
大
臣

(
一
一
三
九
-

一
一
九

一
)

本
名
は
藤
原
実
定
。
右
大
臣
藤
原
公
能
の

一
男
。
母
は
権
中
納
言
藤
原
俊
忠
の

女
で
、
俊
成
の
妹
の
豪
子
。

つ
ま
り
、
実
定
は
俊
成
の
甥
に
あ
た
る
わ
け
で
あ
る

(『
尊
卑
分
脈
』
)
。

左
大
臣
に
位
し
た
の
は
文
治
五
年

(
一
一
八
九
)
で
、
家
を

後
徳
大
寺
と
称
し
た
た
め
、
世
に
後
徳
大
寺
左
大
臣
と
呼
ば
れ
た
。
彼
に
関
す
る

説
話
と
し
て
は
、
出
世
に
伴
う
権
勢
欲
の
強
い

一
面
を
も
の
が
た

る
も

の

が
、

『
平
家
物
語
』
巻
二
や

『
古
今
著
聞
集
』
巻

一
な
ど
に
存
し
、
同
じ

『
古
今
著
聞

集
』
巻
十
五
に
は
、
出
家
す
る
以
前
実
定
の
家
人
で
あ

っ
た
西
行
が
、
徳
大
寺
家

の
寝
殿
の
屋
根
に
鳶
を
す

へ
じ
と
し
て
、
は
ら
れ
た
縄
を
見
て
、

「何
で
鳶

の
い

る
こ
と
が
、
見
苦
し
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
疎
ん
だ
と
い
う
話
が
あ
り
、
ま
た

『
無

名
抄
』
に
は
、
俊
恵
に

「後
徳
大
寺
の
お
と
ゴ
は
左
右
な
き
手
だ
り
に
て
い
ま
せ

し
か
ど
そ
の
故
実
な
く
高
慢
に
し
て
今
は
よ
み
口
後
手
に
な
り
給

へ
り
」
と
評
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
賛
同
を
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
内
容
の
話
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
今
鏡
』

「藤
波
の
下
」
の

「詩
な
ど
も
作
り
給
ひ
、

歌
も
能
く
詠
み
給
ふ
と
そ
。
御
声
な
ど
も
美
し
く
し
て
、
親

の
御
跡
嗣
ぎ
て
、
御

神
楽
の
拍
子
も
と
り
給
ひ
、
今
様
も
優
れ
給

へ
る
な
る
べ
し
」
と
い
う
記
事
を
は

じ
め
と
し
て
、

『
十
訓
抄
』
第
十

「
可
庶
幾
才
芸
事
」
に
は
源
頼
政

(後
述
)
と

連
歌
を
し
た
よ
う
す
が
、
ま
た

『
古
今
著
聞
集
』
巻
四
や

『井
蛙
抄
』
第
六

「雑

談
」
な
ど
に
は
実
定
が
、
詩
歌
の
才
は
秀
で
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
彼
を
め
ぐ
る
説
話
は
相
当
数
に
の
ぼ
る
の
だ
が
、
本
物
語
の

作
者
は
、
実
定
の
風
流
韻
事
の
面
に
ひ
か
れ
た
た
め
、
女
の
歌
に
詠
み
こ
ま
れ
た

優
し
い
心
に
打
た
れ
て
、
女

へ
の
愛
情
が
復
活
し
た
と
い
う
本
話
が
七
段
に
と
ら
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れ
だ
の
で
あ
ろ
う
。

〔
八
段
〕

栗
田
ロ
別
当
入
道

(
一
〇
四
四
-
没
年
未
詳
)

本
名
藤
原
惟
方
。
父
ば
民
部
卿
顕
頼
、
母
は
権
中
納
言
俊
忠
女
俊
子
で
、
や
は

り
俊
成
の
甥
に
あ
た
り
、
前
段
の
実
定
と
は
従
兄
弟
ど
う
し
と
い
う
こ
と
に
な
る

(『
尊
卑
分
脈
』
)
。

二
条
天
皇
の
後
見
と
し
て
勢
威
を
ふ
る

っ
た
が
、
平
治
の
乱

(
一
一
五
九
)
に
関
係
し
た
た
め
、
翌
永
暦
元
年

(
一
一
六
〇
)
長
門
国
に
配
流

さ
れ
た

(『
公
卿
補
任
』
)。

そ
れ
に
関
す
る
記
事
は
、

『
平
治
物
語
』
上
巻

「信

頼
信
西
を
亡
ぼ
さ
る
る
議
の
事
」
、
『
愚
管
抄
』
巻
五
「
二
条
」
な
ど
に
詳
し
い
が
、

さ
ら
に

『
今
鏡
』
「躑

の
別
れ
」
の
条

に
は
、
共
に
流
さ
れ
た
人
々
は
勘
気
が
と
け

た
の
に
、
い
つ
放
免
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
身
を
嘆
い
て
、
都
の
女
房
に

「
こ
の

瀬
に
も
沈
む
と
聞
け
ば
涙
川
流
れ
し
よ
り
も
ぬ
る
丶
袖
か
な
」
と
い
う
歌
を
詠
ん

だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

『
古
今
著
聞
集
』
巻
五
と

『
十
訓
抄
』
第
十

「
可
慮
幾
才
能
事
」
で
は
、
そ
の
歌
に
よ

っ
て
惟
方
が
、
長
門
よ
り
召
還
さ
れ
た
と

語
ら
れ
て
お
り
、

『
千
載
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
も
入
集
し
、
家
集

『
栗
田

口
別
当
入
道
集
』
を
存
す
る
歌
人
に
ふ
さ
わ
し
い
説
話
を
数
多
く
伝
え
て
い
る
。

〔
九
段
〕

或
蔵
人
の
五
位

未
詳
。

き
よ
め
が
女
房

未
詳
。

類
話
未
見
。

〔
十
段
〕

後
徳
大
寺
左
大
臣

(
一
=
二
九
-

一
一
九

一
)

前

(七
段
)
述
。

や
さ
し
蔵
人

ヘ

ヘ

へ

本
話
で
こ
の
蔵
人
が
詠
ん
だ
歌

「物
か
は
と
君
が
い
ひ
け
む
鳥
の
音
の
け
さ
し

も
な
ど
か
悲
し
か
る
ら
む
」
は
、

『
新
拾
遺
和
歌
集
』
巻
八

「離
別
歌
」

(七
五

四
)

に
入
集
す
る
藤
原
経
尹
の
作
で
、

「都
う
つ
り
の
比
、
後
徳
大
寺
左
大
臣
、

太
皇
后
宮
に
参
り
て
、
女
房

の
中
に
て
夜
も
す
が
ら
月
を
見
て
、
物
語
な
ど
し
て

曉
帰
り
け
る
時
、
小
侍
従
送
り
て
出
で
侍
り
け
る
に
、
と
も
に
あ
り

て

申

し
け

る
」
と
詞
書
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の

「
や
さ
し
蔵
人
」
は
藤
原
経
尹
と
見

て
よ
い
。
経
尹
は
武
智
麿
の
後
裔
で
、
伊
賀
守
懐
経
の
子

(『
尊
卑
分
脈
』
『
勅
撰

作
者
部
類
』
)。
上
西
門
院
蔵
人
を
つ
と
め
、
従
五
位
下
左
兵
衛
尉
に
至

っ
た
。
な

お
、

『
尊
卑
分
脈
』

に
は
、

「世
人
号
物
加
者
蔵
人
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

小
侍
従

石
清
水
八
幡
別
当
光
清

(後
述
)
と
小
大
進

(後
述
)
と
の
聞

に
生
ま
れ
た
女

流
歌
人
。
本
話
の
実
定
の
他
に
も
雅
通
、
頼
政

(後
述
)、

経
盛
や
信
実

の
父
隆

信
ら
と
も
交
渉
の
あ

っ
た
こ
と
が
、
家
集

『
小
侍
従
集
』
の
贈
答
歌
に
よ

っ
て
知

れ
る
。
そ
の
他
、
当
代
の
歌
人
圏
の
中
で
の
活
躍
が
広
範
囲
で
あ

っ
た
こ
と
は
周

ヘ

ヘ

ヘ

へ

知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「待
つ
よ
ひ
に
ふ
け
行
く
鐘
の
声
聞
け
ば
あ
か
ぬ

(sl)
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別
れ
の
鳥
ば
も
の
か
は

「
(『新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
三

「恋
三
」
の
歌
に
よ
っ
て

「
待
宵

の
侍
徒
」
(『
石
清
水
祠
官
系
図
』
)
と
世
に
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

。蘇
の
二
人
を
め
ぐ
る
説
話
は
多
く
、

『
十
訓
抄
』
第

一
「可
施
人
恵
事
」
、
『
源

平
盛
衰
記
』
礼
巻

「
待
宵
侍
従
附
蔵
人
の
事
」
と

『
平
家
物
語
』
五
巻

「月
見
」

な
ど
に
あ
り
、
多
く
の
人
々
の
口
に
の
ぼ

っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

〔
十

一段

〕

能
登
前
司
橘
長
政

申
斐
守
橘
以
房
の
男
で
、
出
家
し
た
後

は
寂
縁
と
号
し
た

(『
尊
卑
分
脈
』)
。

本
段
で
は
、
定
家
の
撰
に
よ
る

『
新
勅
撰
和
歌
集
』

(
一
二
三
二
年
)

に
三
首

選
ば
れ
て
い
た
長
政
の
歌
は
、
彼
が
乱
暴
を
は
だ
ら
い
た
た
め
入
集
取
り
消
し
と

な

っ
た
と
,伝
え
て
い
る
が
、
定
家
の
目
記

『
明
月
記
』
の
天
福
元
年
(
一
二
三
三
)

二
月

六
日
の
条

に
も

「長
政
朝
臣
来
、
予
去
年
有
所
遺
恨
、
云
々
」
と
記
さ
れ
て

い
る

の
で
、
原
因
は
と
む
あ
れ
、
長
政
の
歌
が
入
集
取
り
溝
し
に
な

っ
た
こ
と
は

事
実

の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
後
、
定
家
の
子
為
家
が
奏
上
し
た

『
後
撰
和

歌
集
』

,(
ご

一、五

一
)
に

等寂
縁
L

の
作
と
し
て
五
首
入
集
し
た
。
そ
の
他
、
彼

に
関
す
る
説
話
は
所
見
が
な
い
。

隆
祐
儉
徳

べ
藤
原
隆
祐
)

寇

家

熟
後
述
)
と
共
に
新
古
今
時
代
の
双
壁
と
称
さ
れ
た
藤
原
家
隆

(後
述
)

の
男
。
侍
従

・
従
四
位
下

(『
尊
卑
分
脈
』)
。
『新
勅
撰
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
四

十

一
首
入
集
し
、

『
藤
原
隆
祐
朝
臣
集
』
や

『
隆
祐
朝
臣
百
番
歌
合
』
な
ど
を
存

し
て
い
蚕
歌
人
。
彼
を
め
ぐ
る
説
話
は

『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
三

・
四
七

一
話
と

同
書
巻
十
九

・
六
六
九
話
に
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
和
歌
説
話
で
、
歌
人
と
し
て
以

外
の
隆
祐
を
推
し
は
か
、る
て
が
か
り
は
な
い
。

本
話
で
は
、
長
政
が
出
家
し
て
か
ら
見
事
な
述
懐
の
歌
を
詠
ん
だ
の
を
聞
い
て

隆
祐
が

「磨
き
け
る
君
に
逢
ひ
て
ぞ
和
歌
の
浦
玉
も
光
を
い
と
ど
そ
ふ
ら
む
」
と

い
う
歌
を
贈

っ
て
い
る
が
、
実
は
隆
祐
も
、
家
集

『
藤
原
隆
祐
集
』
に
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、

『
新
勅
撰
集
』
に

一
首
し
か
撰
じ
ら
れ
な
か

っ
た
の
を
嘆
い
て
い

る
歌
人
の

一
人
で
あ

っ
た
。
だ
か
ら
、
長
政
の
気
持
が
、
我
身
に
し
み
入
る
ご
と

く
理
解
で
き
、
長
政
の
歌
に
人

一
倍

の
感
動
を
受
け
て
、
先
の
歌
を
贈

っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
で
な
く
と
も
、

『
新
勅
撰
集
』
は
、
承
久
の
乱

(
一
二
二

一
)
後

の
撰
進
の
た
め
、
複
雑
な
諸
事
情
が
か
ら
み
、
入
集
歌
人
も
武
家
が
多
く
、
そ
れ

ま
で
の
勅
撰
集
に
は
見
ら
れ
な
が

っ
た
問
題
を
残
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が

っ

て
、
本
話
は
、
そ
の

一
面
を
思
わ
せ
る
信
憑
性
の
強
い
も
の
と
し
て
興
味
深
い
の

だ
が
、
作
者
は
、
あ
く
ま
で
も
、
長
政
の
出
家
後
の
や
さ
し
い
ふ
る
ま
い
を
愛
で

て
、
こ
の
よ
う
な
や
さ
し
い
こ
と
は
末
代
に
も
残

っ
た
の
だ
と
し
て
、
隆
祐
侍
従

の
歌
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
十
二
段
〕

慈
鎮
租
尚

(
一
一
五
五
ー

一
二
二
五
)

別
名
慈
円
。
父
は
法
性
寺
関
白
藤
原
忠
通
。
母
は
仲
光
の
女
加
賀
。
兄
に
基
房

(後
述
)
や
兼
実

(
『
玉
葉
』
の
著
者
)
な
ど
を
有
し
、
妹
三
人
は
歴
代
の
皇
后

と
な
り

(聖
子
八
崇
徳
帝
后
〉

・
育
子
〈
二
条
帝
后
〉

・
呈
子
〈
近
衛
帝
后
〉
)
、

ま
さ
に
エ
リ
ー
ト
階
級
の
家
に
あ

っ
た
。
父
忠
通
が
死
ん
だ
長
寛
二
年

(
一
一
六
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四
)
㎏
、
わ
ず
か
十
歳
で
出
家
し
、

三
十
八
歳
の
建
久
三
年

(
一
一
九
二
)
に
は

六
十
二
代
蝉の
充
台
璽
蓋
に
任
ぜ
ら
れ
た
.
建
久
七
年

(
一
一
九
六
)
に
座
主
を
辞

し
て
吉
於
に
僅
居
を
も

っ
た
の
で
、
吉
水
僧
正
と
も
呼

ば

れ

た

が
、
建
仁
元
年

(
一
二
〇

一
)
に
再
び
座
主
の
位
に

つ
き
、
以
後
二
回
、
合
わ
せ
て
四
回
天
台
座

主
を
　黶
任
し

バ「
尊
卑
分
脈
』
『
天
台
座
耋
記
』
財
、
僧
界
で
。の
実
力

を

握

っ
て

い

た
。
ま
た
、
釉
歌
φ
世
界
で
恋
非
常
な
力
を
示
し
、
そ
の
あ
り
さ
ま
を
伝
え
る
も

の
は
、
雨
増
鏡
』
《
お
ど
ろ
の
下
▽

に

↓
言
水
の
僧
正
慈
円
ど
き
こ
え
し
、
ま
た
、

た
ぐ
い
な
き
歌
め
肇
に
て
い
ま
し
き

」
と
養

じ
ら
れ
で

い
る
の
を
ば
じ
め
と
し
て

笥
十
訓
拶
』
第
十

『
可
庶
幾
才
能
事
L、
喧
古
今
著
聞
集
』
巷
五

・
二

亠
二
話
、『
井

蛙
抄
』
第
六
や

菌
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
な
ど
数
多
い
。
そ
し
て
、
暴
集
に

萄
拾
玉

集
』
を
残
し
、
『
愚
讐
抄
』
『
閑
居
友
』
め
作
者
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

彼
が
、
・天
王
寺
、の
別
当
時
代
に
、
そ

こ
の
童
が
つ
か
ぬ
恋
文
を
受
け
取

っ
で
困

惑
し
て
い
た
の
を
見
て
、
気
転
の
き

い
た
返
答
を
か
わ
り
に
し
て
あ
げ
た
と
い
う

本
話
も
歌

の
名
手
の

一
面
を
の
ぞ
か
せ
で

い
る
σ

、〔
十
ゴ
一段
〕

宇
治

の
び
だ
.り
の
お
と
ど

く
一
一
二
Q
l

一
一
五
六
)

本
名
藤
原
頼
長
。
父
ば
知
足
院
関

白
藤
原
忠
実
。
母
は
土
佐
守
盛
実
女
。
母

の

家
筋
が
.、
あ
ま
り
よ
く
な
か

っ
だ
た
め
、
は
じ
め
は
寵
愛
さ
耗
な
か
つ
た
が
v
酒

も
飲
ま
ず
遊
戯
も
せ
ず
に
、
も

っ
ぱ

ら
九
経
、
五
音
を
好
ん
で
精
進
し
た
だ
め
に

父
忠
実
,に
尋
常
で
ば
な
い
愛
さ
れ
ガ

を
し
た
様
争
は
ザ

『
今
鏡
』
巻

五
、

『
古
今

著
闘
集
』
巻
八

曇

δ

パ
話

や

嚇
愚
管
抄
』
第

四
な
ど
詳
し
い
。
そ
れ
が
手
伝

っ

て
、
頼
長

の
昇
進
ぶ
り
は
、
十

一
歳
の
大
治
五
年

八
一
一
」二
〇
)

に
殿
上
し
て
よ

り
.
　同
年
の
う
ち
に
侍
従
、
右
大
将
権
中
将
を
経
て
、
翌
大
治
六
年
(
一
二
一コ

)

に
は
従
四
位
下
、
伊
興
権
守
を
兼
任
、
そ
し
て
治
承
元
年

(
一
一
七
七
)

の
八
月

三
日
に
は
太
政
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
宇
治
左
大
臣
と
号
し
た
と

い
う
よ
う
に
め
ざ
ま

し
い
も
の
で
あ

っ
た

(『
尊
卑
分
脈
』

『
公
卿
補
任
』)
。
そ
し
て
、
『今
鏡
』
巻
五

〈
飾
太
刀
〉
に

コ御
み
め
も
良
く
お
ば
し
、
身
め
才
も
広
き
人
に
な
む
聞
え
給
ひ

し
L
と
記
さ
れ
て

い
る
如
く
、
早
く
か
ら
す
ば
ら
し
い
学
才
を
示
し
、
そ
れ
を
伝

え
る
説
話
は
多

い
。
し
か
し
、
烈
し
い
性
格

の
持
主
で
あ

っ
た
こ
と
も
世
に
悪
左

府
と
異
名
を
と
る
ぐ
ら
い
で
、
そ
の
姿
を
も

の
が
た
る
説
話
も
少
な
く
な
い
。
そ

の
よ
う
な

個
性
の
強
い
気
性
に
加
え
て
、

頼
長
が
、

摂
政

・
内
覧
を

望
ん
だ
の

で
、
父
忠
実
が
、
忠
通
に
譲
る
よ
う
に
説
得
し
た
が
、
思
.う
よ
う
に
い
か
な
か
っ

た
め
で
,
氏
め
長
者

の
印
め
朱
器
と
台
盤
を
に
頼
長
与
え
て
、
内
覧
め
宣
旨
を
下

さ
し
め
た

(『
今
鏡
』
巻
五
、
『
古
今
著
聞
集
』
巻
八

・
三
〇
八
話
、
『
愚
管
抄
』
、第

四
)
。

と
い
う
よ
う
な
忠
実
の
偏
愛
ぶ
り
が
、
頼
長
と
兄
忠
通
と
の
不
和
を
ま
ね

き
、
.保
元
の
乱
め
要
因
と
な
る
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

源
頼
政

(
」
一
〇
四
ー

一
一
八
〇
)

父
は
故
兵
庫
頭
従
五
位
仲
正
。
母
は
藤
原
友
実
女
。
久
寿
二
年

く
一
一
五
四
)

卜
仁
安
元
年

(
山
一
六
六
)
の
問
、
丘
ハ庫
守
を
つ
と
め
、
そ
の
後
右
京
権
大
夫
、

プ

備
後
守
を
経
て
、
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
だ
の
は
七
十
四
め
齢
を
迎
え
た
治
承
二
年

(
一
護
七
八
)
で
あ
る
。
こ
れ
ば
、
保
元

・
平
治
の
乱
に
つ
づ
い
て
手
柄
を
た
て

た
頼
政
に
と

づ
で

ふ
ん
ま
ん
や
る
方
な
い
も
め
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
歴
史
上
彼

は
、
治
承
四
年

(
一
一
八
〇
)
五
月
二
十
三
日
に
起

っ
た
高
倉
以
仁
王
挙
兵
の
主

(63)
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謀
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
史
の
上
で
も
、

『
十
訓
抄
』
第
十

「可
庶
幾
才
能
事
」
に

「頼
政
三
位
は
多
田
満
中
が
未
に
て
、

武
芸
其
氏
を
継
り
と
い
へ
ど
も
和
歌

の
浦
波
人
に
立
を
く
れ
ざ
り
し
」
と
あ
る
よ

ヶ
に
歌
人
と
し
て
、
す
ぐ
れ
た
活
躍
を
し
め
し
、

『
無
名
抄
』
の

「俊
成
入
道
物

語
事
」
の
条
に
は
、
俊
成
が

「今
の
世
に
は
頼
政
こ
そ

い

み

じ

き
上
手
な
れ
」

と
、
俊
恵
が

「頼
政
卿
は
い
み
じ
か
り
し
歌
仙
な
り
」
と
各
々
絶
賛
し
て
い
る
話

が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

本
話
で
は
、
頼
政
が
若
か

っ
た
時

に
頼
長
の
仰
せ
を
承
け
て
、
す
ぐ
に
桐
火
桶

と
自
分
の
名
を
詠
み
こ
ん
だ
隠
題
歌
を
奉

っ
た
と
い
う
内
容
で
、
頼
政
の
歌
人
と

し
て
の
す
ぐ
れ
た
才
の

一
面
を
も
の
が
た
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
非
凡
な

学
才
を
も
ち
、
父
忠
実

の
寵
愛
を
受

け
て
、
実
に
見
事
な
昇
進
ぶ
り
を
示
し
、
そ

し
て
、
自
身
の
才
智
に
お
ぼ
れ
た
烈

し
い
気
性
に
よ

っ
て
、
保
元
の
乱
で
三
十
七

才
の
若
い
命
を
閉
じ
た
頼
長
と
、
保
元
の
乱
に
お
い
て
は
、
頼
長
側
を
討
伐
し
、

さ
ら
に
平
治
の
乱
で
も
功
績
を
た
て
た
に
も
拘
ら
ず
、
七
十
四
才
の
老
令
に
至

っ

て
、
や

っ
と
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、

翌
治
承
三
年

(
一
一
七
九
)
に
は
出
家
し
、

人
生
を
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
七
十
七
才
の
治
承
四
年

(
一
一
八
〇
)
に
以
仁
王

挙
兵
の
事
件
を
起
し
、
自
ら
命
を
た

っ
た
頼
政
と
い
う
対
照
的
な
二
人
の
、
そ
う

し
た
後
の
姿
を
全
く
思
わ
せ
な
い
和
歌
説
話
と
し
て
本
話
は
興
味
深
い
。

「

〔
十
四
段
〕

宇
治
の
左
大
臣

(
一
一
二
〇
1

一
一
五
六
)

本
名
藤
原
頼
長
。
前

(十
三
段
)
述
。

秦
公
春

詳
伝
は
不
明
。
し
か
し
、
『
愚
管
抄
』
巻
四

「
近
衛
」
の
条
に

「
(頼
長
八
)
無

一=
一愛
シ
寵
シ
ケ
ル
随
身
公
春

二
心
ヲ
ア

ハ
セ
テ
」
と
か
、

『
古
今
著
聞
集
』
巻

十

二
二
七
八
話
に
も

「
宇
治
左
府
、
随
身
公
春
を
不
便
な
る
物
に
思
食
た
る
事
、

め
だ
丶
し
き
ほ
ど
の
事
な
り
」
と
あ
り
、
頼
長
の
日
記

『台
記
』
康
治
元
年

(
一

一
四
二
)
五
月
十

一
日
条

・
久
安
元
年

(
一
一
四
五
)
十
二
月
十
七
日
条
等
に
も

そ
の
名
が
見
ら
れ
、
公
春
は
頼
長
の
心
を
許
し
た
腹
臣
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

そ
し
て
、
先
の

『
愚
管
抄
』
と

『
古
今
著
聞
集
』
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
話
は
、

公
春
の
強
力
ぶ
り
な
ど
を
記
す
も
の
だ
が
、
本
話
は
、
公
春
が
、
主
人
頼
長
の
く

つ
の
下
敷
に
描
か
れ
て
い
る
千
鳥
の
絵
を
見
て
、
ふ
と
口
ず
さ
ん
だ
下
の
句
に
、

頼
長
が
す
ぐ
に
上
の
句
を
詠
み
加
え
た
と
い
う
風
流
譚
で
あ
り
、
作
者
は
、
文
末

の

で
そ
う
い
う
二
人
を

「
い
と
や
さ
し
か
り
け
り
」
と
評
し
て
い
る
。

「悪
左
府
」

ω

と
ア
ダ
名
さ
れ
た
頼
長
の
こ
う
し
た

一
面
が
描
か
れ
て
い
て
お
も
し
ろ
い
。

〔
十
五
段
〕

待
賢
門
院
の
堀
川

神
祈
伯
顕
仲
女
。
文
中
に
も
あ
る
通
り
、
上
西
門
院
の
兵
衛
の
姉

(
『
尊
卑
分

脈
』
)。

家
集

『
待
賢
門
院
堀
川
集
』
を
残
し
、
平
安
末
期
に
活
躍
し
た
女
流
歌
人
。
そ

の
他
詳
伝
は
不
明
。

上
西
門
院
の
兵
衛

待
賢
門
院
の
堀
河
の
妹
。

『
千
載
集
』
以
下
二
十
七
首
ほ
ど
入
集
さ
れ
た
、
姉
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と
同
じ
く
平
安
末
期
に
活
躍
し
た
女
流
歌
人

(『
勅
撰
作
者
部
類
』)
。

信
実
の
父

隆
信
の
家
集

『
藤
原
隆
信
朝
臣
集
』

に
た
び
た
び
そ
の
名
が
見
ら
れ
彼
と
交
渉
が

あ

っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

(な
お
、
両
者
の
伝
記
の
概
観
に
つ
い
て
は
、
森
本
元

子
氏

『
私
家
集
の
研
究
』
参
照
)
。

二
人
が
、
あ
る
夜
、
書
物
に
読
み
ふ
け
て
い
た
と
こ
ろ
灯
火
が
消
え
た
た
め
油

綿
を
さ
す
と
よ
い
香
り
が
し
た
の
で
連
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
本
話
は
、
い
か
に
も
、

平
安
末
期
に
活
躍
し
た
女
流
歌
人
姉
妹
の
才
気
を
も
の
が
た
る
風
流
譚
で
あ
る
。

〔
十
六
段
〕

修
行
者
の
不
思
ぎ
な
る

未
詳
。

類
話
未
見
。

〔
十
七
段
〕

京
極
中
納
言

(
一
一
六
二
ー

一
二
四

一
)

本
名
藤
原
定
家
。
御
子
左
家
藤
原
俊
成
と
藤
原
親
忠
女
で
美
福
門
院
加
賀
と
の

間
に
生
ま
れ
た
子
。
左
少
将
、
左
中
将
、
内
蔵
頭
、
侍
従
、
参
議
、
治
部
卿
、
民

部
卿
な
ど
を
経
て
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
貞
永
元
年

(
一
二
三
二
)
で
あ
る
。

翌
天
福
元
年

(
一
二
三
四
)
に
出
家
、
八
十
才
で
没
し
た

(『
尊
卑
分
脈
』
『
公
卿

補
任
』
)。
鎌
倉
前
期

の
代
表
的
歌
人
。
周
知
の
と
お
り
、
定
家
に
関
す
る
研
究
は

諸
先
学
に
よ

っ
て
、
異
彩
極
ま

っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
詳
伝
に
は
ふ

れ
ず
、

『今
物
語
』
と
の
関
連
の
範
囲
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
は
十
六
段
か
ら
見
ら
れ
る
傾
向
な
の
だ
が
、
本
話
は
、
以
前

の
風
流
心
を

賞
美
す
る
パ
タ
ー
ン
と
違

っ
て
、
教
訓
談
の
要
素
を
お
び
て
い
る
。
こ
れ
は
、
説

話
文
学
の

一
つ
の
特
色
な
の
で
も
あ
る
が
、
そ
の
教
訓
の
内
容
を
み
て
み
る
と
、

当
代
の
連
歌
の
名
人
た
ち
が
、

い
や
し
い
な
り
の
法
師
を
侮

っ
て
い
た
が
、
そ
の

法
師
は
す
ば
ら
し
い
付
句
を
し
て
、
満
座
を
お
ど
ろ
か
せ
、
後
に
こ
の
よ
う
す
を

聞

い
た
京
極
中
納
言
(藤
原
定
家
)
は
、
善
悪
に
か
か
わ
ら
ず
人
を
侮

っ
て
は
い
け

な
い
と
た
し
な
め
た
。
と
い
う
も
の
で
、
他
の
説
話
文
学
作
品
に
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
な
仏
教
的
要
素
は
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
む
し
ろ
歌
の
う
ま
さ
に

重
点
を
お
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
作
者
信
実
は
、
あ
く
ま
で
も
文
学

的
趣
味
を
重
視
し
た
わ
け
で
、
そ
の
点
か
ら
し
て
も
、
連
歌
の
名
人
た
ち
を
悟
す

人
物
は
定
家
が
適
任
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
信
実
の
父
隆
信
の
母
で
、

信
実
に
と

っ
て
は
祖
母
に

あ

た

る
若
狭
守
藤
原
親
忠
女

(美
福
門
院
加
賀
)
は

後
に
俊
成
に
嫁
し
、
定
家
を
生
ん
で
い
る
。

つ
ま
り
信
実
に
と

っ
て
、
定
家
は
歌

道
の
元
老
で
あ
る
こ
と
は
無
論
の
こ
と
、
家
筋
で
も
上
格
で
あ
り
、
何
よ
り
も
叔

父
、
甥
と
い
う
つ
な
が
り
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
要
素
が
手
伝

っ
て
、

定
家
の
評
言
を
重
ん
ず
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

〔
十
八
段
〕

伏
見
申
納
言

(
一
一
一
六
ー

一
一
七
二
)

従
二
位
権
中
納
言
源
師
仲
。
権
中
納
言
師
時
三
男
。
母
は
待
賢
門
院
女
房
で
中

宮
大
夫
源
師
忠
女
。
保
元
元
年

(
一
一
五
六
)
四
十

一
歳
で
正
四
位
下
参
議
に
任

ぜ
ら
れ
、
権
中
納
言
に
進
ん
だ
が
、
平
治
の
乱
の
際
信
頼
卿
に
同
意
し
て
、
永
暦

元
年

(
一
一
六
〇
)
下
野
に
配
流
さ
れ
、
六
条
朝
仁
安
元
年

(
一
一
六
六
)
に
な
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っ
て
召
還
さ
れ
た

(鬼
公
卿
補
任
』
『
尊
卑
分
脈
』
)。
詠
歌
が

『
千
載
和
歌
集
』
に

二
首
入
集
。

西
行
上
人

(
一
一
一
八
-

一
一
九
〇
)

俗
名
佐
藤
義
清
。
父
は
左
衛
門
尉
康
清
。
保
延
六
年

(
一
一
四
〇
)
に
出
家
し

て
よ
り
後
、
歌
人
と
し
て
め
ざ
ま
し

い
活
躍
を
し
め
す
。
西
行
は
、
あ
ま
り
に
豊

富
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
持
主
で
、
彼
を
と
り
ま
く
説
話
は
、
そ
れ
こ
そ
ぼ
う
大
な
数

に
の
ぼ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
い
ち
い
ち
取
り
あ
げ
な
い
こ
と
に
す
る
が
、
本
物
語

に
あ
ら
わ
れ
た
人
物
と
か
か
わ
り
の
あ
る
興
味
深
い
も
の
を
抄
出
し
て
み
る
と
、

『
源
平
盛
衰
記
』
巻
八
と

『
御
伽
草
子
』

の

「秋
夜
長
物
語
」
に
西
行
の
出
家
の

原
因
は
鳥
羽
院

の
女
院
、

つ
ま
り
美
福
門
院

(初
段
)
に
か
な
わ
ぬ
思
い
を
か
け

た
た
め
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
お
も

し
ろ
く
、
こ
の
よ
う
な
逸
話
を
表
出
さ
せ
た

美
福
門
院
の
魅
力
を
思
わ
せ
る
。
ま

た

『
古
今
著
聞
集
』
巻
五
で
は
、
上
西
門
院

の
兵
衛

(十
五
段
)
と
、
西
行
の
家
集

『
山
家
集
』
で
は
徒
賢
門
院
の
堀
河

(十

五
段
)
や
、
信
実
の
祖
父
為
経
を
含
む
大
原
三
寂
と
の
和

歌

の
贈

答
が
知
ら
れ

る
。
こ
の
他
に
も
、
西
行
は
広
範
囲

に
、
お
そ
ら
く
当
代
に
知
ら
れ
た
歌
人
の
大

部
分
之
接
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る

(こ
の
様
相
は
、
長
野
甞

一
氏
編

『
説
話

文
学
辞
曲
ハ』
・
「西
行
」
の
条
に
詳
し
い
)。

伏
見
中
納
言

(源
師
仲
)
は
、
彼

の
従
者
ら
が
西
行
法
師
の
上
三
句
の
返
し
を

も
ら
お
う
と
思

っ
て
呼
び
か
け
た
歌

の
意
が
解
せ
ず
、
無
礼
を
は
た
ら
い
た
こ
と

を
い
ま
し
め
て
、
す
ぐ
さ
ま
彼
ら
を
追
い
出
し
て
し
ま

っ
た
。
と
い
う
内
容
の
本

話
も
十
七
段
同
様
教
訓
談
の
要
素
が
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
や
は
り
、
西
行

の
歌
才
の
面
目
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
伏
見
中
納
言

(源
師
仲
)
は
反
、

魂
術
に
詳
し
く
、
そ
の
事
に
つ
い
て
西
行
と
話
し
合

っ
た
と
い
う
か
わ
っ
た
話
が

『
選
集
抄
』
五
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
.

〔
十
九
段
〕

左
馬
権
頭

未
詳
。

秦
兼
任
『
地
下
家
伝
』
に

「任
左
将
監
」
と
あ
る
だ
け
で
詳
伝
は
知
れ
な
い
。
た
だ
し

本
話
の
末
文
に
、

「
ま
こ
と
に
兼
久
兼
方
が
子
孫
と
お
ぼ
え
て
、
い
と
や
さ
し
か

り
け
り
。」
と
あ
り
、

四
十
四
段
に
は

「兼
弘
は
兼
方
が
孫
に
て
兼
久
が
子
な
り

け
れ
ば
と
あ
る
の
で
、
本
物
語
に
登
場
す
る
秦
氏
は
十
四
段
の
公
春
を
除
い
て
は

す
べ
て
縁

つ
づ
き
に
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
兼
任
を
伝
え
る
説
話
に
は

「彼
が
貧
し
か

っ
た
頃
、
た
だ

一
人
従
者
を
も

っ
て
い
た
が
、
後
白
河
院
の
御
時

に
召
次
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
今
ま
で
そ
の
従
者
が
い
い
つ
け
を
聞
か
な
い
こ

と
が
再
三
あ

っ
て
、
腹
立
た
し
く
思

っ
て
い
た
が
、
貧
し
い
が
た
め
に
処
罰
す
る

こ
と
も
で
き
ず
に
が
ま
ん
し
て
い
た
が
、
今
こ
そ
、
そ
の
む
し
ゃ
く
し
ゃ
を
晴
ら

そ
う
と
い
っ
て
そ
の
従
者
を
打

っ
た
」
と
い
う

『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
六

・
五

一

八
話
が
あ
る
が
、
お
よ
そ
、
本
段
に
描
か
れ
た
兼
任
の
風
流
才
子
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
は
想
像
で
き
な
い
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

〔
二
十
段
〕
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や
き
絵
を
め
で
た
く
ず
る
今
参
の
侍

未
詳
。

類
話
未
見
。

〔
二
十

一
段
〕

京
極
太
政
大
臣

(
一
〇
七
七
-

一
一
六
二
)

本
名
藤
原
宗
輔
。
父
は
権
大
納
言
宗
俊
。
母
は
左
大
臣
源
俊
房
女
。
終
身
妻
を

め
と
ら
ず
、
奇
行
の
多
か

っ
た
こ
と
は
、

『今
鏡
』
『
古
事
談
』
『
十
訓
抄
』

『
教

訓
抄
』
な
ど
に
詳
し
い
。
特
に
、
舞
楽
に
通
じ
て
、
死
は
侮
い
な
い
が
、

「
死
に

て
笛
を
と
れ
ぬ
こ
と
忍
び
難
し
」
と

い
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
ま
た
蜂
を
飼

っ
て
、

「蜂
飼
大
臣
」
と
称
さ
れ
た
と
い
う
(『
尊
卑
分
脈
』
『
今
鏡
』
『古
事
談
』
な
ど
)
。

膽
西
上
人

叡
山
住
侶
で
、
雲
居
寺
を
天
治
元
年

(
一
"
二
四
)
に
開
い
た

(
『
本
朝
高
僧

伝
』)
。
詳
伝
は
不
明
。

『
古
今
著
聞
集
』
巻
五

・
一
六
四
話
に

「彼
上
人
歌
を
こ
の
ま
れ
け
れ
ば
、
時

の
歌
よ
み
つ
ね
に
よ
り
あ
ひ
て
、
和
歌
の
会
あ
り
け
り
。
和
歌
の
曼
陀
羅
を
図
絵

し
て
、
過
去
七
仏
を
書
た
て
ま

つ
り
、
又
卅
六
人
の
名
字
を
か
き
あ
ら
わ
せ
り
。」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
歌
人
、
画
人

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
ら
し
い
。

本
段
は
、
そ
う
し
た
二
人
の
歌
の
応
酬
の
早
さ
を
描
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ふ
し 厂丶
柴 二
の 十
加 二
賀 段
凵

母
は
斎
院
新
肥
前
。
待
賢
門
院
女
房

へ『
勅
撰
作
者
部
類
』)
。
詳
伝
は
不
明
。

本
段
の
い
わ
ゆ
る

「
ふ
し
柴
の
加
賀
」

の
話
は
有
名
で
あ

っ
た
ら
し
く

『
十
訓

抄
』
第
十

「可
庶
幾
才
能
事
」、
『
古
今
著
聞
集
』
巻
五

・
一
七
二
話
や

『
今
鏡
』

巻
八
〈
伏
し
柴
〉
な
ど
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
前

の
二
書
は

「能

因
の
振
舞
に
似
て
い
る
」
と
文
末
に
評
じ
ら
れ
て
い
る
以
外
は
ほ
と
ん
ど
本
話
と

同
文
な
の
だ
が
、

『
今
鏡
』
で
は

「か
ね
て
よ
り
思
ひ
し
こ
と
そ
ふ
し
柴
の
こ
る

ば
か
り
な
る
嘆
き
せ
ん
と
は
」
の
歌
の
作
者
が

「加
賀
」
で
は
な
く

「中
将
の
御

と
か
い
ひ
け
る
者
と
か
や
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
ず
、
信
実
が
、
祖
父
為
経

(寂

超
)
の

『
今
鏡
』
を
み
て
い
る
こ
と
は
明
ら
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

そ
の
記
事
を
訂
正
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
話
の
信
憑
性
を
強
め
る
も
の
で

あ
る

(こ
の
こ
と
は
、
増
淵
勝

一
先
生

「今
鏡
人
名
考
説
」
『
平
安
朝
文
学
研
究
』

の

第
三
巻
三
号
参
照
)
。

ω

花
園
の
左
大
臣

本
名
源
有
仁
。
輔
仁
親
王
と
中
宮
大
夫
源
師
忠
の
女
の
間
に

生

ま

れ

た
子
。

『
今
鏡
』
巻
八
〈
花
の
あ
る
じ
〉
に

「光
源
氏
な
ど
も
か
か
る
人

(源
有
仁
)
を

こ
そ
申
さ
ま
ほ
し
く
覚
え
給
ひ
し
か
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
容
姿
端
麗
な

貴
公
子
で
あ

っ
た
ら
し
く
、

『
十
訓
抄
』
第
十

「可
庶
幾
才
能
事
」
な
ど
に
は
彼

が
風
流
才
子
で
あ

っ
た
話
が
見
ら
れ
る
。

〔
二
十
三
段
〕

松
殿

(
一
一
四
三
-

一
二
三
〇
)

本
名
藤
原
基
房
。
父
は
法
性
寺
関
白
忠
通
。
母
は
中
納
言
国
信
女
。
慈
円

(十
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二
段
)
の
兄
。
応
保
元
年

(
一
一
六

一
)
右
大
臣
、
長
寛
二
年

(
一
一
六
四
)
左

大
臣
、
そ
し
て
」
永
万
二
年

(
一
一
六
六
)
に
は
摂
政
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
以
来
、

治
承
三
年

(
一
一
七
九
)
十

一
月
十

六
日
に
左
還
さ
れ
る
ま
で
十
三
年
間
に
港

っ

て
摂
政

.
関
白
を
つ
と
め
、
同
年
の
十

一
月

二
十
日
に
は
出
家
し
た
。

本
話
の
主
人
公
は
、
松
殿
で
は
な
く
、
彼
を
想
い
つ
つ
出
家
し
て
、
深
い
思
い

を
示
し
た
歌
を
詠
ん
だ
女
房
で
あ
る
。
こ
の
女
主
人
公
の
心
情
は
次
の
こ
十
四
段

と
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
段
と
も
長
文
化
し
て
い
る
。

〔
二
十
四
段
〕

い
と
や
さ
し
く
い
ま
だ
人
な
れ
ぬ
女
。

未
詳
。

さ
か
し
ら

未
詳
。

類
話
未
見
。

〔
二
十
五
段
〕

或
人未

詳
。

心
ざ
し
ふ
か
か
り
け
る
女

未
詳
。

類
話
未
見
。

〔
二
十
六
段
〕

小
式
部
内
侍

和
泉
守
橘
道
貞
女
。
母
は
和
泉
式
部
。

一
条
帝
の
中
宮
上
東
門
院
に
仕
え
た
。

藤
原
教
通
の
妾

(『
尊
卑
分
脈
』
)。

母
と
共
に
才
気
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
女
性
で

あ

っ
た
ら
し
い
こ
と
を
伝
え
る
説
話
は
多
い

(『
袋
草
子
』
巻

一
、
『
十
訓
抄
』
第

三

「
不
可
侮
人
倫
事
」
、
『古
今
著
聞
集
』
巻
五

・
一
八
三
話
、
『
宝
物
集
』
)。

大
二
条
殿

(九
九
六
-

一
〇
七
五
)

御
堂
関
白
道
長
の
三
男
。
母
は
左
大
臣
源
雅
信
の
女
倫
子
。
左
大
将
、
左
衛
門

督
、
東
宮
傳
、
左
右
大
臣
を
経
て
、
治
暦
四
年

(
一
〇
六
八
)
に
関
白
と
な
り
、

延
久
二
年

(
一
〇
七
〇
)
に
は
太
政
大
臣
と
な

っ
た
。

二
人
を
め
ぐ
る
説
話
は
多
い
が
、
中
で
も
、
教
通
の
病
中
自
分
を
見
舞
わ
な
か

っ
た
小
式
部
に
恨
み
事
の
歌
を
詠
み
か
け
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て

「
し
ぬ
ば
か
り

歎
き
に
こ
そ
は
歎
き
し
か
い
き
て
問
ふ
べ
き
身
に
し
あ
ら
ね
ば
」
と
詠
ん
だ
小
式

部
の
返
歌
に
感
じ
入
っ
て
、

「か
き
抱
き
て
局

へ
お
は
し
ま
し
て
、
ね
さ
せ
給
ひ

に
け
り
」
と
い
う
話

(『
袋
草
子
』
巻
三
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
八

一
話
)
は
、
本

話
と
共
に
二
人
の
激
し
い
恋
愛
関
係
を
も
の
が
た
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
段

と
の
類
話
が

『
袋
草
子
』
に
み
え
る
が
、
主
人
公
が
小
式
部
内
侍
で
は
な
く

「赤

染
の
姉
妹
」
と
あ
る
。

『
袋
草
子
』
は
保
元
元
年

(
一
一
五
六
)
か
ら
遅
く
と
も

保
元
三
年

(
一
一
五
九
)
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
話
と
、

『
袋

草
子
』

の
記
事
と
の
関
係
は
は

っ
き
り
し
な
い
。
あ
る
い
は
、
作
者
が
小
式
部
内

侍
を
主
人
公
と
し
た
の
は
、
偶
然
の
誤
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
う
で
は
な
く
て
、

彼
女
の
情
熱
的
な
性
格
を
も
の
が
た
る
多
く
の
説
話
に
誘
発
さ
れ
て
、
創
作
の
筆
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が
運
ん
だ
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

〔
二
十
七
段
〕

小
大
進

式
部
大
輔
菅
原
在
良
の
女
。
石
清

水
別
当
光
清
の
妻
。
小
侍
従

(十
段
)
、

第

三
十
代
石
清
水
別
当
成
清
の
母
。
花
園
左
大
臣
源
有
仁
の
女
房
。
待
賢
門
院
の
女

房

(『
尊
卑
分
脈
』
『
勅
撰
作
部
類
』
『
石
清
水
祠
官
系
図
』)
。

八
幡
の
別
当
光
清

(
一
〇
八
三
-

一
ご
二
七
)

二
十
五
代
別
当
。
康
和
五
年

(
一
一
〇
三
)
に
別
当
に
叙
せ
ら
れ
て
以
来
寺
務

三
十
四
年
。

本
話
で
光
清
が

「
は
ふ
ほ
ど
に
い
も
か
ぬ
か
こ
は
な
り
に
け
り
」
と
詠
ん
だ
上

の
句
に
小
大
進
が
、

「
い
ま
は
も
り
も
や
と
る

へ
か
る
ら
ん
」
と
付
句
し
た
連
歌

は
、

『
平
家
物
語
』
巻
第
六

「御
園
女
御
」
で
平
忠
盛
と
白
河
上
皇
の
唱
和
と
な

っ
て
い
る
。

〔
二
十
八
段
〕

あ
る
女
房

未
詳
。

類
話
未
見
。

〔
ご
十
九
段
〕

加
茂
に
つ
ね
に
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
女
房

未
詳
。

類
話
未
見
。

〔
三
十
毀
〕

嘉
祥
寺
僧
都
海
恵

嘉
祥
寺
は
深
草
に
あ

っ
た
貞
観
寺
西
院
で
、
仁
和
寺
の
別
院

(
『
仁
和
寺
諸
院

家
記
』
)。
そ
の
寺
主
の
僧
都
海
恵
は
、
『尊
卑
分
脈
』
「貞
嗣
孫
」
に
よ
る
と
、
通

憲
入
道
の
孫
で
、
安
居
院
澄
憲

(?
1

一
二
〇
三
)
の
子
で
あ

っ
て
、

「仁
、
紫

金
台
寺
、
僧
都
、
御
室
御
弟
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
海
恵
の
弟
の
安
居
院
聖
覚

(
一
一
六
七
-

一
二
三
五
)
は
、
祖
父
、
父
を

つ
い
で
安
居
院

一
流
の
唱
道
の
根

幹
を
な
し
て
お
り
、
ま
た
、
父
と
と
も
に

『
源
氏

一
晶
経
』
の
作
者
で
あ
る
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。

本
段
に
つ
い
て
は
、
貞
治
三
年

(
ゴ
ニ
六
四
)
に
奏
覧
さ
れ
た

『
新
拾
遺
和
歌

集
』
巻
十
六

「神
祗
歌
」

(
一
三
八
三
)
に
、

た
の
め
つ
つ
来
ぬ
年
月
を
か
さ
ぬ
れ
ば
く
ち
せ
ぬ
契
い
か
が
頼
ま
む

法
印
澄
憲
建
久
元
年

(
一
一
九
〇
)
日
吉

の
大
宮

の
供
養

の

(御
)
導
師

も

ヘ

へ

の
賞
を
仁
和
寺
の
海
恵
に
ゆ
づ
り
て
律
師
に
な
り
侍
り
に
け
り
。
か
の
海

へ恵
律
師
に
な
り
な
ば
日
吉

へ
参
る
べ
き
由
申
し
な
が
ら
、
年
月
を
送
り
侍

り
け
る
に
、
示
し
給
ひ
け
る
と
な
む
。

と
い
う
類
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
信
実

(
一
一
七
七
-

一
二
六
五
)
が
没
し
て

か
ら
百
年
後
の
伝
承
で
あ
る
が
、
海
恵
と
父
澄
憲
と
の
関
係
や
年
代
を
明
記
し
て

い
る
点
な
ど
、

『
今
物
語
』
の
話
と
は
、
別
系
統
の
話
で
あ
る
ら
し
い
。

X69)
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も

ヘ

ヘ

へ

海
恵
の
師
は
紫
金
台
寺
御
室
の
覚

性
(鳥
羽
院
第
五
御
子
。
母
侍
賢
門
院
璋
子
)

(
一
一
二
九
-

一
一
六
九
)

で
あ
る
。

〔
三
十

一
段
〕

或
人類

話
未
見
。

〔
三
十
二
段
〕

八
幡
の
袈
裟
御
子

未
詳
。

類
話
未
見
。

〔
三
十
三
段
〕

讚
岐
三
位
俊
盛

(
一
一
二
〇
ー

一
一
七
七
出
家
)

贈
左
大
臣
藤
原
長
実
孫
、
故
尾
張
守
顕
盛

一
男
。
母
は
刑
部
卿
敦
兼
女
。
長
実

の
女
は
、

一
段
に
登
場
し
た
美
福
門
院
得
子
で
あ
る
。
保
元
二
年

(
一
一
五
七
)

三
月
よ
り
永
暦
元
年

(
一
一
六
〇
)

四
月
ま
で
讃
岐
守
を

つ
と
め
、
四
十
五
歳
の

長
寛
二
年

(
一
一
六
四
)
正
月
非
参
議
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
大
宮

権
大
夫
の
職
に
あ

っ
た
が
そ
の
ま
ま
治
承
元
年

(
一
一
七
七
)
九
月
五
十
八
歳
で

出
家
し
た

(『尊
卑
分
脈
』
『
公
卿
補
任
』)
。

本
話
は
、
春
日
の
月
詣
の
際
に
、

「高
き
梢
よ
り

『
菩
題
の
道
も
我
山
の
道
』

と
い
う
御
声
の
聞
え
」
た
の
で
、
た
い
そ
う
信
心
を
起
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

治
承
元
年
九
月
の
出
家
間
近

の
話
で
あ
ろ
う
か
。
類
話
は
未
見
。

〔
三
十
四
毅
〕

こ
イ

横
川
の
長
吏
に
法
印
と
い
ひ
け
る
人

実
名
が
あ
が

っ
て
い
な
い
が
、

「
上
西
門
院
折
ふ
し
御
社
に
御
こ
も
り
あ
り
け

れ
ば
」
と
あ
る
か
ら
、
上
西
門
院

(
一
一
二
六
-
八
九
)
時
代
の
横
川
長
吏
で
、

こ
イ
「
に
法
印
」
と
称
さ
れ
た
も
の
が
該
当
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に

『
楞
厳
院

検
校
次
第
』
お
よ
び

『
二
中
歴
』
第
四
所
載

「
座
主
歴
」
〈
楞
厳
院
検
校
〉
に
よ

る
に
、
法
印
で
長
吏
と
さ
れ
る
の
は
、
元
久
元
年

(
一
二
〇
四
)
任
命
の
公
円
法

印
以
下
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
れ
を
長
吏
時
代

の
名
称
と
す

こ
イ

る
限
り
こ
こ
の

「横
川
長
吏
に
法
印
」
は
、
不
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
法
印
が
極
官
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
上
西
門
院
時
代
に
法
眼
な
い

し
は
法
橋
で
当
時
の
長
吏
を

つ
と
め
た
も
の
を
さ
が
せ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
そ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

カ

れ
に
は
、
ち
ょ
う
ど
公
円
法
印
の
三
代
取
の
円
良
法
眼

(寂
傷
房
。
治
卅
六
年
。

座
主
仁
実
入
室
。
高
松
大
納
言
仲
実
息
。)
が
該
当
す
る
よ
う
で
あ
る

(前
掲
『
長

吏
次
第
』
参
照
)
。

円
良
は
、
堀
河
院
后
で
鳥
羽
院
の
御
母
で
あ
る
苡
子
の
兄
弟

仲
実
の
子
。
大
治
三
年

(
一
一
二
八
)
に
生
ま
れ
、
天
暦
元
年

(
一
一
八
四
)
に

は
法
印
に
な

っ
て
お
り

(『
僧
綱
補
任
』)
、

そ
の
ま
ま
法
印
で
終
わ

っ
た
ら
し
い

(『尊
卑
分
脈
』
参
照
)
。
円
良
後
任
の
実
円
法
眼
は
建
久
二
年

(
一
一
九

一
)

の

任
命
な
の
で
、
こ
の
年
以
前
三
十
六
年
間
が
円
良
法
眼
の
長
吏
時
代
で
あ

っ
た
わ

け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
お
お
よ
そ
上
西
門
院
が
入
内
し
た
保
元
初
年

(
一
一
五

六
-
七
)
ご
ろ
か
ら
、
門
院
崩
後
の
建
久
初
年

(
一
一
九
〇
-

一
)
ま
で
横
川
長

(70)丶
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吏
を
つ
と
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
円
良
法
眼
を
、
三
十
四
段
の

こ
イ

吏
に
法
印
と
い
ひ
け
る
人
」
に
あ
て
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

〔
三
十
五
段
〕

蓮
花
王
と
い
ひ
け
る
わ
ら
は

類
話
未
見
。

「
横
川
の
長

〔
三
十
六
段
〕

空
阿
弥
陀
仏

(
一
〇
四
ご
-

一
二
二
四
)

『
尊
卑
分
脈
』
〈
貞
嗣
卿
孫
〉
の
通
憲
入
道
息
の

「明
遍
」
が
、

「東
大
、
平

ヘ

ヘ

へ

治
乱
配
越
後
国
、
名
人
也
、
住
高
野

山
、
発
心
堅
固
遁
世
、
権
大
僧
都
、
号
空
阿

ヘ

へ

弥
陀
仏
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
入
仏
と
号
し
、
世
に
蓮
華
各
僧
都
安
居
院
澄
憲

(?
ー

一
二
〇
三
)
の
弟
で
、
同
聖
覚
の
叔
父
に
あ
た
る
。
平
治
元
年

(
一
一
五

九
)
十
二
月
の
平
治
の
乱
で
父
通
憲

の
余
罪
を
う
け
て
、

一
家
こ
と
ご
と
く
配
流

の
う
き
め
に
あ

っ
た
。
敏
覚

・
明
海

に
つ
い
て
三
輪
密
教
を
学
ん
だ
。
名
利
を
き

ら

っ
て
大
和
光
明
寺
に
隠
遁
、
さ
ら

に
高
野
山
蓮
華
三
昧
院
に
入

っ
て
出
離
の
法

を
修
し
た
。
文
治
二
年

(
一
一
八
六
)
四
十
五
武
の
時
に
僧
都
に
任
じ
ら
れ
た
が

辞
退
。
後
に
名
を
空
阿
と
改
め
念
仏

に
専
念
し
、
貞
応
三
年

(
一
ご
二
四
)
八
十

三
武
で
入
滅
し
た

(『本
朝
高
僧
伝
』
『
元
享
釈
書
』)
。

『
沙
石
集
』
巻

・
三
話

「出
離
ヲ
神
明

二
祈
事
」
に
、
明
遍
が
善
阿
弥
陀
秘
と

共
に
、
三
井
寺
長
史
公
顕
僧
正

(
一
一
一
〇
1

一
一
九
三
)
を
た
ず
ね
て
、
顕
密

の
行
業
を
習

っ
た
話
が
伝
え
ら
れ
、
ま
た
同
書
巻
十

(本
)

・
十
話

「妄
執

ニ
ョ

リ
テ
魔
道

二
落
タ
ル
事
L
に
は
、
明
遍
僧
都
の
弟
子
の
敬
心
房
の
話
が
見
え
る
。

〔
三
十
七
段
〕

少
輔
入
道

(
一
一
三
九
-
没
年
未
詳
)

本
名
藤
原
定
長
。
父
は
阿
闍
梨
俊
海
。
叔
父
に
あ
た
る
父
の
弟
の
俊
成
の
養
子

と
な

っ
た
が
、
彼
が
二
十
四
才
の
応
保
二
年

(
一
一
六
二
)
に
俊
成
の
後
妻
美
福

門
院
加
賀

(先
夫
は
信
実
の
祖
父
藤
原
為
経
で
、
父
隆
信
の
母
)

と
の
問
に
定
家

が
生
ま
れ
た

(『尊
卑
分
脈
』
)
た
め
出
家
し
て
寂
蓮
と
号
し
た
。
そ
の
際
に
小
侍

従

(前

(十
段
)
述
)
が
彼
に
贈

っ
た
歌
が

『
小
侍
従
集
』

に
あ
る
。
歌
人
と
し

て
か
な
り
の
活
躍
を
示
し
、
定
家
ら
と
共
に

『
新
古
今
和
歌
集
』

の
選
者
の

一
人

と
も
な

っ
た
。

D

当
代
の
歌
人
と
の
交
渉
範
囲
も
広
い
が
、

こ
こ
で
は
作
者
信
実
の
父
隆
信
と
の

σ

関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
、

『
無
名
抄
』
に

「
ち
か
比
は
、
隆
信
、
定
長

(寂

蓮
)
と
つ
が
ひ
て
若
く
よ
り
人
の
口
に
、
お
な
じ
や
う
に
い
は
れ
侍
き
。
(中
略
)

九
條
殿
右
大
臣
と
申
し
時
、
人
々
に
百
首
を
め
さ
れ
し
に
隆
信
作
者
に
入
て
、
公

事
な
る
う
ち
に
日
数
も
な
く
て
、
物
さ
は
が
し
か
り
け
れ
ば
、
い
と
よ
ろ
し
ぎ
歌

も
な
か
り
け
り
。
其
比
定
長
は
、
出
家
の
後
に
て
身
の
い
と
ま
も
あ
れ
ば
、
す
こ

し
の
ど
や
か
に
あ
ん
じ
て
無
題
の
百
首
を
み
が
き
た
て
て
と
り
出
し
た
り
け
る
に

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

た
と
し
へ
な
く
勝
り
た
り
け
れ
ば
、
そ
の
時
よ
り
寂
蓮
左
右
な
し
と
い
う
に
な
り

ぬ
。」

と
あ
り
隆
信
と
寂
蓮
と
は
よ
く
並
称
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
寂
蓮

の
方

が
出
家
後
は
優
勢
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
に
こ
れ
を
聞
い
た
隆
信

は

「早
く
し
な
ま
し
か
ば
、
さ
る
ほ
ど
の
歌
仙
に
て
や
み
な
ま
し
。
よ
し
な
き
い
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の
ち
の
な
が
ら

へ
て
、
か
く
道
の
は
ち
を
あ
ら
は
す
事
L
と
い

っ
て
慨
嘆
し
た
と

い
う
。
そ
こ
で
、
本
話
で
の
寂
蓮
の
歌
に
対
す
る
評
を
み
る
と
、

「
い
と
興
あ
り

も

も

も

も

て
こ
そ
聞
え
こ
れ
、
び
ん
な
き
さ
ま
に
こ
ぞ
聞
ゆ
る
す
べ
て
か
や
う
の
歌
い
み
じ

く
と
ま
れ
る
と
か
や
」
と
あ
り
、
事
実
、
彼
の
歌
に
は
即
興
的
な
も
の
も
多
い
の

だ
が
、
そ
れ
を

「
び
ん
な
き
さ
ま
」

と
い
っ
て
、
全
面
的
に
称
賛
は

し

て

い
な

い
。

こ
れ
を
信
実
の
父
隆
信
が
寂
蓮

に
劣
る
と
さ
れ
た
当
時
の
評

へ
の
さ
さ
や
か

な
反
発
の
あ
ら
わ
れ
と
は
み
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。

〔
三
十
八
段
〕

紫
式
部

(九
七
三
-

一
〇

一
四
)

父
は
藤
原
冬
嗣

の
後
裔
の
越
後
守
為
時
。
母
は
常
陸
介
藤
原
為
信
の
女
。
曽
祖

父
堤
中
納
言
兼
輔
を
は
じ
め
と
し
て
、

一
門
に
有
名
な
歌
人
を
存
す
。

一
条
天
皇

中
宮
彰
子
に
出
仕
。

日
本
文
学
史
上
、
無
類
の
地
位
を
占
め
て
い
る

『
源
氏
物
語
』
の
作
者
で
あ
る

紫
式
部
を
め
ぐ
る
説
話
は
、
や
は
り
、
そ
の
著
作
に
関
連
し
た
も
の
が
圧
倒
的
に

多

い
。

本
段
も
そ
の

一
つ
で
、
式
部
が
空
言
を
集
め
て

『
源
氏
物
語
』
を
書

い
た
罪
で

地
獄
に
お
ち
た
と
い
う
い
わ
ゆ
る
紫
式
部
堕
地
獄
説
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
鎌
倉
期

の

『
源
氏
物
語
』
の
享
受
の
様
相
を
示
す
も
の
と
し
て
、
『源
氏

一
品
経
』『
今
鏡
』

『
宝
物
集
』
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
話

と
同
様
、
著
名
で
あ
る
。

〔
三
十
九
段
〕

周
防
内
侍

本
名
平
仲
子
。
周
防
守
平
棟
仲
女
。
後
冷
泉

・
後
三
条

・
白
河

・
堀
河
の
歴
朝

に
出
仕
。

『
後
拾
遺
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
三
十
五
首
が
入
集
し
、
家
集

『
周
防

内
侍
集
』
を
存
す

(『
尊
卑
分
脈
』
『
勅
撰
作
者
部
類
』)
。

彼
女
を
伝
え
る
説
話
は
、
歌
を
め
ぐ
る
も
の
が
多
い

(
『
十
訓
抄
』
第

一

「可

施
人
恵
事
」、
『
俊
頼
髓
脳
』
巻
下
、
『
太
平
記
』
巻
二
)
が
、

本
段
も
、
周
防
内

侍
が
家
の
柱
に
書
き
付
け
た
歌
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
る
。
類
話
が
、

『
今
鏡
』
巻

十
〈
敷
島
の
打
聞
〉
、

『
無
名
抄
』
と

『
藤
原
隆
信
朝
臣
集
』

「
雑
三
」
に
見
え

る
。
つ
ま
り
、
為
経

(寂
超
)

・
隆
信

・
信
実
と
三
代
に
渡

っ
て
伝
承
さ
れ
て
い

Q
こ
と
に
な
る
。

〔
四
十
段
〕

民
部
卿
定
家

(
一
一
六
ニ
ー

一
二
四

一
)

前

(十
七
段
)
述
。

宮
内
卿
家
隆

(
一
一
五
八
-

一
二
三
七
)

本
名
藤
原
家
隆
。
大
宰
権
師
光
隆

の
二
男
。
母
は
太
皇
太
后
宮
亮
実
兼
女
(『
公

卿
補
任
』
)。
し
か
し
、

『尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
と
光
隆
の
三
男
で
、
母
は
信
通
女

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
は
不
明
。
侍
従
、
阿
波
介
、
越
中
守
、

上
総
介
な
ど
を
経
て
元
久
二
年

(
一
二
〇
五
)
に
は
従
四
位
上
に
叙
せ
ら
れ
、
翌

三
年

(
一
二
〇
六
)
に
宮
内
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
七
十
九
歳
の
嘉
禎
二

年

(
一
二
三
六
)
に
病
の
た
め
出
家
し
、
翌
三
年

(
一
二
三
七
)
に
八
十
歳
で
没

し
た

(『
公
卿
補
任
』)
。

ま
た
、
家
隆
が
寂
蓮

(三
十
七
段
)

の
婿
と
な

っ
た
こ

(72)



『今 物 語』 の 世 界

と
を
伝
え
る
説
話
が

『
古
今
著
聞
集
』
巻
五

・
二

ご

一話
と

『
井
蛙
抄
』
に
記
さ

れ
て
い
る
。

家
隆
も
定
家
と
共
に
、
鎌
倉
前
期

の
歌
壇
を
担

っ
た
人
物
で
あ
る
の
で
、
そ
の

活
躍
を
も
の
が
た
る
説
話
を
多
く
残

し
、
い
ず
れ
も
歌
人
と
し
て
の
面
目
を
示
し

て
い
る
。

本
話
は
、
定
家
と
家
隆
が
常
に
並
称
さ
れ
、
し
か
も
互
い
に
、
認
め
合

っ
て
い

た
こ
と
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
信
実

の
歌
界
で
の
立
場
上
か
ら
し
て
も
、
大
き
く

と
り
あ
げ
た
か
っ
た
話
材
に
違
い
な

い
。

類
話
は
、

『
十
訓
抄
』
第

一

「可
施
人
恵
事
」
に
あ
る
。

〔
四
十

一
段
〕

秦
兼
方
『
地
下
家
伝
』
に

「左
府
生
、
左
近
将
監
」
と
あ
る
。
そ
の
他
、
『
後
二
条
師
通

記
』
と

『
殿
暦
』
に
も
記
事
が
み
え
る
が
、
そ
の
中
で
初
出
の
も
の
は

『
後
二
条

師
通
記
』
応
徳
三
年

(
一
〇
八
六
)
九
月
二
十
六
日

「
日
吉
社
競
馬
」
の
条

「競

馬
十
番
、
兼
方
」
と
、
ま
た

『
殿
暦
』

天
仁
二
年

(
一
一
〇
九
)
九
月
六
日
の
「法

皇
高
陽
院
御
幸

ア
リ
競
馬

ヲ
御
覧
」

の
条
に
も

「右
近
将
曹
秦
兼
方
」
と
見
え
る

か
ら
、
少
く
と
も

一
〇
八
六
i

一
一
〇
九
年
間
に
は
生
存
し
、
同
じ
く
天
仁
二
年

八
月

二
日
の
条
に

「兼
方
府
者
、
兼

久
院
御
随
身
兼
方
男
也
」
と
あ
り
、
本
物
語

の
四
十
四
段
に
あ
る
通
り
、
兼
方
、
兼
久
は
親
子
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

後
拾
遺
を
え
ら
ぶ
人

(
一
〇
四
三
ー

一
〇
九
九
)

藤
原
通
俊
。
大
宰
大
弐
経
平
と
前

上
野
介
少
納
言
藤
原
家
業

の
女
と
の
間

に
生

ま
れ
た
子
。
承
暦
二
年

(
一
〇
七
八
)
に
白
河
天
皇
の
勅
を
受
け
て
、
応
徳
三
年

(
一
〇
八
六
)
に

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
を
秦
覧
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
本
話
は
こ

の
間
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。

兼
方
が
、

「去
年
み
し
に
色
も
変
わ
ら
ず
咲
き
に
け
り
花
こ
そ
物
は
思
は
さ
り

け
れ
」
と
い
う
自
分
の
歌
を
入
れ
て
も
ら
お
う
と
、
通
俊

の
も
と
に
行

っ
た
が
、

「花
こ
そ
と
い
へ
る
が
、

い
ぬ
の
名
に
似
た
る
」
と
非
難
さ
れ
た
の
で

「
花
こ
そ

宿
の
あ
る
じ
な
り
け
れ
、
と
い
う
歌
も
あ
る
は
」
と
い
っ
て
公
任

の
歌
を
引
合
に

出
し
て
通
俊

に
罵
言
を
は
い
た
と
い
う
本
話
は
、
十
九
段
で
兼
任

の
風
流
韻
事
を

称
賛
す
る
た
め
に

「
ま
こ
と
に
兼
久
、
兼
方
な
ど
が
子
孫
と
お
ぼ
え
て
い
と
や
さ

し
か
り
け
る
」
と
記
し
て
い
る
の
に
少

々
矛
盾
す
る
。
な
お
、

こ
の
兼
方

の
歌
は

『
金
葉
集
』
に
入
集
さ
れ
て
い
る
。

類
話
は

『
袋
草
子
』
と

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
伝
え
ら
れ
る
。

〔
四
十
二
段
〕

西
行
法
師

前

(十
八
段
)
述
。

〔
四
十
三
段
〕

三
位
大
進

未
詳
。

類
話
未
見
。

(73)
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〔
四
十
四
段
〕

下
毛
野
武
正

下
毛
野
武
忠
の
男
。
近
衛
舎
人
、
右
近
衛
将
曹

(『
地
下
家
伝
』
)。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』

一
〇
〇
話
に

「下
野
武
正
と
い
ふ
舎
人
は
、
法
性
寺
殿
に

候
け
り
」
と
あ
る
の
で
藤
原
忠
通
に
仕
候
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
話
に
描
か
れ

た
武
正
と
い
う
人
物
は
、
実
直
で
熱

心
に
職
務
を
果
す
が
、
風
流
心
に
は
と
ぼ
し

い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
書
の

一
八
八
話
に
も

「賀
茂
祭
か
へ
り
武
正
兼
行
御

覧
事
」
と
い
う
説
話
を
存
し
て
い
る
。

秦
兼
弘

『
殿
暦
』
天
仁
ご
年

(
一
一
〇
九
)
九
月
六
日
の

「
法
皇
高
陽
院
御
幸
ア
リ
競

馬
ヲ
御
覧
」
の
条
に
右
近
衛
秦
兼
弘

の
名
が
み
え
、
同
書
の
永
久
二
年

(
一
一
一

四
)
七
月
九
日
の
条
に

「新
番
長
兼
弘
始
来
有

(忠
実
ノ
)
共
」
と
あ

っ
て
、
兼

弘
が
、
忠
実
に
仕
え
て
い
た
事
実
と
彼
の
活
躍
期
間
の

一
部
が

一
一
〇
九
-

一
一

一
四
年
間
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
話
中
で
兼
弘
を

「
兼
方
が
孫
に
て
兼
久
が
子
」

と
記
し
て
い
る
が
、
詳
伝
は
不
明
。

〔
四
十
五
段
〕

執
行
な
り
け
る
人

未
詳
。

公
文
の
従
儀
師

未
詳
。

類
話
未
見
。

〔
四
十
六
段
〕

神
主
経
国

(
一
一
八
四
ー

一
二
二
八
)

神
主
津
守
国
長
男
。
母
は
中
宮
大
夫
進
長
基
女
。
承
久
二
年

(
一
二
二
〇
)
四

月
十
日
に
神
主
に
叙
し
、
以
来
、
安
貞
二
年

(
一
ご
二
八
)
十
月
二
十
五
日
に
四

十
四
歳
で
没
す
る
ま
で
八
年
つ
と
め
た
。

『
新
勅
撰
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
入
集

さ
れ
た
歌
人
で
、
笛
の
名
手
で
も
あ

っ
た

(『
住
吉
社
神
主
拝

一
族
系
図
』)
。

彼
に
関
す
る
説
話
は
所
見
が
な
い
。
類
話
も
未
見
。

〔
四
十
七
段
〕

松
嶋
の
上
人

俗
名
真
壁
平
四
郎
。
真
壁
郡
主
に
仕
え
た
が
、
壮
歳
を
過
ぎ
て
出
家
。
法
心
と

号
す
。
港
宋
し
経
山
の
仏
鑑
禅
師
に
学
び
、
九
年
に
し
て
印
可
を
受
け
た
。
帰
朝

後
松
島
円
福
寺
の
開
山
と
な
り
、
大
い
に
臨
済
の
禅
風
を
起
し
た
。
文
字
を
知
ら

な
か

っ
た
と
い
う

(『
本
朝
高
僧
伝
』
『
元
享
釈
書
』)
。

『
沙
石
集
』
巻
十

(末
)

・
三
話

「臨
終
内
出
キ
人
々
ノ
事
」
の
中
の
〈
法
心

房
ノ
上
人
事
〉
条
に
、

「奥
州
松
島
ノ
長
老
、
法
心
房

ハ
、
晩
年
出
家
ノ
人

ニ
テ

一
文
不
通
ナ
レ
バ
云
々
」
で
始
ま
る
臨
終
の
事
が
の
る
。

〔
四
十
八
段
〕

文
学
上
人

文
覚
。
俗
名
遠
藤
盛
遠
。
伴
ば
伝
説
化
さ
れ
て
い
る
人
物
。

文
覚
に
ま
つ
わ
る
説
話
は
相
当
数
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
荒
唐
無
稽
ぶ
り
は
特

に

(?4)



1

『今 物 語』 の 世 界

『
平
家
物
語
』
巻
五
に
詳
し
い
。

本
段
に

「佐
度
に
流
さ
れ
た
り
け
る
が
、
召
帰
さ
れ
た
り
け
る
に
」
と
あ
る
の

は
、
建
久
十
年

(
一
一
九
九
)
に
頼
朝
の
死
に
さ
い
レ
て
、
九
条
兼
実
の

一
派
と

源
通
親
失
脚
の
陰
謀
を
は
か

っ
た
が
、
発
覚
し
て
佐
渡

に

流

さ

れ
、
建
仁
三
年

(
一
二
〇
三
)
に
召
還
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

〔
四
十
九
段
〕

法
橋
実
賢

本
文
に

「
小
侍
従
が
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
小
侍
従
は
本
物
語
十
段
に
登

場
し
た
、
例

の

「徒
宵

の
小
侍
従
」
。
『
石
清
水
祠
官
系
図
』
の
石
清
水
別
当
光
清

ヘ

へ

ゐ

へ

女
の

「
小
侍
従
」

の
注
に
、

「
二
条
院
女
房
。
歌
仙
。
異
本
。

法
眼
実
元
母
。
異

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

本
。
歌
人
。
待
宵
小
侍
従
是
也
。
又
異
本
。

中
納
言
伊
実
室
。
異
本
。
・:
…
」

と

あ
る
か
ら
、
実
賢

(元
)
は
、
小
侍
従
と
中
納
言
藤
原
伊
実

(
一
一
二
四
-

一
一

六
〇
)
と
の
間
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
『
尊
卑
分
脈
』
「頼
宗
公

孫
」
の
伊
実
の
項
を
ひ
も
ど
い
て
み
る
と
、
六
子
が

あ
が
り
、

こ

の
法
橋
実
賢

ヘ

カ

(元
)

に
該
当
す
る
の
は
、
「寺

・
上
座
」
と
注
記
さ
れ
た
実
厳
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。「ひ
き
が

へ
る
」
と
ア
ダ
名
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
母
の
優
雅
な
話
題
に

較
ら
べ
て
あ
ま
り
に
も
滑
稽
で
あ

る
。
関
連
説
話
は
な
い
か
ら
、
信
実
の
実
聞
を

記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
小
侍
従
系
統
の
話
に
属
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

〔
五
十
段
〕

弘
誓
房

も

も

伝
未
詳
。
九
条
教
家

(
一
一
九
四
-

一
二
五
五
)
が

「
弘
誓
院
」
と
号
し
た
と

い
う
が
、
こ
の
弘
誓
房
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
不
明
。
類
話
は
未
見
。

〔
五
十

一
段
〕

導
師類

話
未
見
。

〔
五
十
二
段
〕

或
説
経
師

類
話
未
見
。

〔
五
十
三
段
〕

つ
ち
ゆ
い
ふ
け
つ
と
云
僧

本
文
に

「
念
仏
者
」
と
あ
る
ほ
か
は
未
詳
。
類
話
は
未
見

以
上
、

『
今
物
語
』
に
あ
ら
わ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ
れ
を

考
察
し
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
、
説
話
文
学
の
世
界
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
、

判
明
し
よ
う
。
そ
れ
も
文
学
的
話
題
の
豊
富
な
人
ば
か
り
で
あ
る
。
何
故
、
そ
う

い
う
話
題
の
主
を
多
く
と
り
あ
げ
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
な
ら

ば
、
作
者
信
実
が
、
文
学
的
に
も
社
会
的
に
も
如
何
な
る
立
場
に
あ

っ
た
の
か
、
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そ
の
点
か
ら
み
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

『
尊
卑
分
脈
』

よ
り
信
実
の
系
図
を
抄
出
し
て
み
る
と
、

閑
院
左
大
臣

冬
嗣
公

一
男
也

長
良
⊥

五
代
略
)1

知
綱

知
信
]

為
忠

為
盛

似
絵
書
名
人
也

-

為
業
(寂
念
)

哥
人
正
四
位
下

ー

頼
業
(寂
然
)

左
京
権
大
夫

中
務
大
甫

-

為
経
(寂
超
)

隆
信
-

信
実
法
名
寂
西

右

の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
を

一
覧
す

れ
ば
信
実
が
文
学
的
に
す
ぐ
れ
た
系
譜
を
た

ど

っ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
よ
う
。
即

ち
、
紫
式
部
と
同
じ
冬
嗣
の
流
れ
を
く
み
、

曽
祖
父
に
歌
人
為
忠
を
、
祖
父
に
は
、

『
今
鏡
』
お
よ
び

『
後
葉
和
歌
集
』
の
作

者
で
あ
る
為
経

(寂
超
)
を
有
し
、
し
か
も
為
経
は
、
出
家
し
て
よ
り
後
、
兄
の

為
業

(寂
念
)

『
唯
心
房
集
』
作
者
頼
業

(寂
然
)
と
共
に
い
わ
ゆ
る
大
原
三
寂

と
し
て
文
学
史
上
に
名
を
と
ど
め
て

い
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
父
隆
信
は
、
歌

人

・
画
人
と
し
て
も
か
な
り
の
活
躍
を
窮
め
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
散
逸
し
て
い

る
が
、

『
今
鏡
』
に
つ
づ
く
歴
史
書

と
い
わ
れ
て
い
る

『
弥
世
継
』
の
作
者
で
も

あ
り
、
殊
に
家
集
の

『
藤
原
隆
信
朝
臣
集
』
以
下
、
多
く
の
佳
詠
を

残

し

て

い

る
。
そ
し
て
先
に

「定
家
」
の
項
で
も
述
べ
た
通
り
、
当
時
の
歌
壇
の
重
鎮
で
あ

っ
た
藤
原
定
家
と
親
戚
関
係
に
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
に
育

っ
た
信
実
自
身

も
父
の
血
を
受
げ
継
い
で
、

似
絵
の
名
人

(『古
今
著
聞
集
』
巻
十

一
「藤
原
信

実
後
鳥
羽
院
御
幸

の
絵
を
画
く
」

・
「後
堀
河
院
の
御
時
左
京
権
大
夫
信
実
を
し

て
北
面
寺

の
影
を
画
か
し
め
給
ふ
事
」
、

『
増
鏡
』

第
二
〈
新
島
も
り
〉
)

で
あ

り
、
歌
人
と
し
て
も
、
定
家
が
没
し
た

(
一
二
四

一
年
)
後
も
、
そ
の
門
弟
と
し

て
為
家
を
後
援
し
つ
つ
、
家
集

『
信
実
朝
臣
集
』
に
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼
ら

の
反
勢
力
に
あ

っ
た
光
俊
と
も
盛
ん
な
交
渉
を
し
て
い
た
ら
し
く
、
当
時
の
歌
界

を
円
滑
に
運
ぶ
上
で
の
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(信
実
の
歌
人

と
し
て
の
活
躍
ぶ
り
は
、
久
保
田
淳
氏
の

「藤
原
信
実
試
論
」
『
和
歌
文
学
研
究
』

第
五
号

・
「『
信
実
朝
臣
家
集
』
と

『
八
雲

一
言
記
』
」
同
誌
第
六
号
に
詳
し
く
論

考
せ
ら
れ
て
い
る
)
。

以
上
の
よ
う
に
信
実

(
一
一
七
七
i

一
二
六
五
)
は
文
学
的
に
は
恵
ま
れ
た
環

境
に
あ

っ
た
わ
け
だ
が
、
社
会
的
立
場
と
な
る
と
、
聖
徳
太
子
や
藤
原
伊
尹

・
菅

原
通
真
ら
古
く
の
例
外
は
あ
る
が
、
文
化
面
に
す
ぐ
れ
た
人
物
が
社
会
で
の
地
位

に
比
例
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
少

い
ら
し
く
、
信

実

の
場

合
も
、
多

分
に
も
れ
ず
、
正
四
位
下
左
京
権
大
夫
に
終
わ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
克
服

し
て
生
き
抜

い
て
い
く
に
は
、
①
名
誉
欲
に
い
っ
さ
い
関
与
せ
ず
、
文
学
の
世
界

に
没
頭
す
る
か
、
②
あ
る
い
は
、
現
実
は
そ
れ
と
し
て
受
け
と
め
て
、
常
に
穏
便

な
精
神
状
態
に
お
い
て
、

エ
リ
ー
ト
階
級
の
人
物
の
間
を
ぬ

っ
て
、
無
難
な
生
活

を
歩
ん
で
い
く
か
、
こ
の
二
通
り
の
ど
ち
ら
か
を
進
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
も

っ
と
も
他
に
性
格
な
ど
あ
ら
ゆ
る
複
雑
な
要
素
が
か
ら
ん
で
き
て
、
簡
単

に
は
い
い
き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
あ
え
て
、
信
実
の
場
合
を
言
う
な
ら
ば
、
祖

父
為
経
の
よ
う
に
早
く
出
家
し
て
、
大
原
と
い
う
自
ら
独
持
の
文
化
圏
を
創
出
し
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『今 物 語dの 世 界

て
た
わ
け
で
も
な
く
、
前
述
の
①
方
向
に
は
ひ
た
り
き
ら
ず
に
、
②
の
方
を
と

っ

た
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ

一
族

の
中
で
は
、
最
も
多
く
勅
撰
集
に
入
集
せ
ら

れ

(信
実

『
新
勅
撰
集
』
を
は
じ
め

一
三
二
首
、
隆
信

『
千
載
集
』
を
は
じ
め
六

九
首
、
為
経

(寂
超
)
『
千
載
集
』

は
じ
め
十
四
首
、
為
忠

『
金
葉
集
』
を
は
じ
め

九
首
)、
『
新
撰
六
帖
題
和
歌
』
「建
保
元
年
歌
合
」
「
建
長
三
年
影
供
歌
合
」
等
で

相
当
の
活
躍
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
信
実
が
文
学
的
話

題
を
有
す
る
人
物
に
着
目
し
た
理
由
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
信
実
の
天

性
の
文
学
的
才
幹
と
風
流
韻
事
に
対
す
る
興
味
と
、
貴
族
階
級
の
下
級
層
で
あ

っ

た
ゆ
え
に
、
却

っ
て
、
あ
く
な
き
高
雅
な
貴
族
社
会

へ
の
追
随
が
、
そ
う
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
信
実

の
貴
族
的
趣
味
が
、

2
フ
物
語
』

の
文
学
的

基
盤
を
支
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
こ
の

作
品
は
き
わ
め
て
貴
族
的
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
を
思
わ
せ
る
傍
証
を
掲
げ
る
と
、
ま
ず
、
第

一
に
階
級
的
に
み

て
も
貴
族
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
、
信
実
の
貴
族
社
会
に
お
け
る

立
場
が
濃
厚
に
出
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
ほ
か
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
田
舎

人

(六
段
)、
非
人

(九
段
)、
武
士

(三
十
六
段
)
、
神
主

(四
十
六
段
)、
説
経

師

(五
十
二
段
)
下
級
僧

(五
十
三
段
)
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
場
合
も
人
物
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
と

っ
た
風
雅
な
ふ
る
ま
い
や
、

芸
文
的
に
す
ぐ
れ
た
行
偽
を
紹
介
す

る
た
め
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

そ
こ
に
全
く
彼
ら
の
個
性
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
九
段
で
は
、

他
の
説
話
集
に
も
と
ら
れ
て
、い
な
い
、
非
人
と
い
う
階
級
の
概
念
に
す
ら
な
い
女

性
を
扱
い
な
が
ら
も
、
さ
ら
り
と
、
き
れ
い
な
風
流
潭
に
ま
と
め
あ
げ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
信
実
は
、

こ
の
女
性
の
貴
族
の
女
房
た
ち
に
も
ま
れ
に
も
ち
合
わ
せ
な

い
優
美
な
心
と
非
人
の
哀
れ
に
も
悲
し
い
身
の
上
を
実
に
見
事
に
詠
じ
た
歌
が
彼

の
貴
族
趣
味
に

一
致
し
て
と
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
貴

族
階
級
に
は
決
し
て
、
み
ら
れ
な
く
な

っ
た
庶
民
の
も

つ
ド
ロ
ド
ロ
し
た
人
間
臭

さ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
み
に
描
出
し
た

『今
昔
物
語
』
や

『
宇
治
拾
遺
物
語
』

の
人
間

σ
深
層
心
理
を
つ
い
た
有
名
な

「鼻
長
僧
事
」、
「児
の
か
い
も
ち
す
る
に

空
寝
し
た
る
事
」
の
話
な
ど
の
よ
う
に
他
の
説
話
集
が
も

つ
卑
俗
性
、
大
衆
性
と

大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
説
話
の
取
材
範
囲
を
推
し
て
み
る
と
、

一
番
古
い
成
立
の

話
は
、
「後
拾
遺
を
え
ら
ば
れ
け
る
時

(
一
〇
七
五
-

一
〇
八
四
)
」
と
あ
る
四
十

一
段
、
反
対
に
最
も
近
い
成
立
の
話
は

「延
応
元
年

(
一
二
三
九
)
正
月
十
九
日

の
曉
」
と
あ
る
三
十

一
段
で
あ
る
の
で
、
『
今
物
語
』
は
承
保
二
年

(
一
〇
七
五
)

～
延
応
元
年

(
一
二
三
九
)
の
間
に
生
ま
れ
た
説
話
を
結
集
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の

一
六
四
年
間
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
事
件
が
相
つ
い
で
没
発
し
た
。
保
元

の
乱

(
一
一
五
六
年
)
、
平
治
の
乱

(
一
一
五
九
年
)
や
承
久
の
乱
(
一
二
二

一
年
)

な
ど
は
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
本
物
語
に
は
そ
れ
ら
の
影
は
微
塵
も
感
じ
ら

れ
な
い
。
し
か
も
、保
元
の
乱
に
直
接
の
要
因
を
な
し
た
美
福
門
院
得
子
(
一
段
)
、

藤
原
頼
長

(十
三

・
十
四
段
)
や
平
治
の
乱
に
関
係
し
た
藤
原
惟
方

(八
段
)
を

と
り
あ
げ
て
い
な
が
ら
、
彼
ら
の
政
治
的
な
面
を
伝
え
る
話
に
は
い

っ
さ
い
か
い

入
し
な
い
で
、
も

っ
ぱ
ら
芸
文
上
の
姿
を
も
の
が
た
る
説
話
を
選
択
し
た
の
で
あ

る
。
た
だ
、
四
十
六
段
の
末
文
で

「是
は
承
久
の
乱
の
の
ち
世
中
あ
ら
た
ま
り
け

る
時
の
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
話
も
住
の
江
殿
の
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柱
な
ど
に
昔
の
し
か
る
べ
き
人
々
が
書
き
お
い
た
歌
な
ど
が
け
ず
り
と
ら
れ
て
し

ま

っ
た
の
を
み
て
、
あ
る
尼
が

「
世
中
の
う
つ
り
に
け
れ
ば
住
吉
の
者
の
跡
も
と

ま
ら
さ
り
け
り
」
と
い
う
歌
を
詠
み
付
け
て
、
嘆
い
た
話
で
、
決
し
て
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
な
内
容
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
文
化
面
か
ら
世
の
中
の
推
移
を
表
出

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
辺
に
も
信
実

の
貴
族
趣
味
が
う
か
が
え
よ
う
。

二

、

そ
れ
で
は
、
作
者

の
貴
族
的
な
嗜
好
に
よ

っ
て
、
取
拾
選
択
さ
れ
た
各
説
話
は

ど
れ
ぐ
ら
い
他
の
現
存
説
話
と
共
通
し
た
内
容

の
も
の
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

二
段

『
十
訓
抄
』、
『
古
今
著
聞
集
』

四
段

『
十
訓
抄
』

五
段

『
十
訓
抄
』

十
段

『
十
訓
抄
』
『
平
家
物
語
』
『
源
平
盛
衰
記
』

二
十
二
段

『
今
鏡
』
『
十
訓
抄
』
『古
今
著
聞
集
』

二
十
六
段

『袋
草
子
』

二
十
七
段

『
平
家
物
語
』

三
十
八
段

『
今
鏡
』
『
宝
物
集
』
『源
氏

一
品
経
』

三
十
九
段

『
今
鏡
』
『
無
名
抄
』

四
十
段

『
十
訓
抄
』

四
十

一
段

『
袋
草
子
』
『宇
治
拾
遺
物
語
』

右
記
の
よ
う
に
、
比
較
的
少
な
く
、
最
も
多
い
も
の
で
も

『
十
訓
抄
』
が
六
編
、

つ
い
で

『
今
鏡
』
が
三
編
、
『
袋
草
子
』
、
『
古
今
著
聞
集
』
、

『
平
家
物
語
』
が
各

二
編
残
り
の

『
字
治
拾
遺
物
語
』
『
無
名
抄
』
『
源
平
盛
衰
記
』
『
宝
物
集
』
『
源
氏

一
品
経
』
が
各
々

一
編

の
合
計
十
九
編
と
本
物
語
の
十

一
の
話
に
わ
た

っ
て
関
係

が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
、
残
り
の
四
十
二
段
に
つ
い
て
も
、
そ
の
段

に
登
場
す
る
人
物
と
作
者
信
実
と
の
関
連
性
を
調
査
し
て
み
る
と
、
各
項
で
も
述

べ
た
よ
う
に
彼
の
系
譜
に
近
い
者
や
、
そ
う
で
な
く
て
も
、
彼
の

一
族
に
何
ら
か

の
形
で
接
触
し
て
い
る
こ
と
が
、
判
明
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の

は
、
信
実
の
父
隆
信
の
家
集

『
隆
信
朝
臣
集
』
と
の
関
係
で
、
次
に
そ
こ
に
う
か

が
え
る
本
物
語
に
あ
ら
わ
れ
た
人
物
名
と
そ
の
歌
を
対
照
し
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
に
共
通
す
る
人
物
が
登
場
す
る
。
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共
通
す
る
人
物
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こ
の
う
ち
11
は
、
内
容
的
に
も
極

め
て
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
ろ
み
に

そ
れ
を
次
に
と
り
あ
げ
て
み
れ
ば
、

(『
今
物

語
』
)

昔

の
周
防
内

侍
が
家

の
あ
さ
ま

し
な
が

ら
建
久

の
比
ま

で
冷
泉
堀
川

の
西

と
北

と
の
す

み
に
朽
残

り
て
有
け

る
を
行

て

見
け
れ
ば
、

我
さ

へ
軒

の
し

の
ふ
草

と
柱

に
む
か
し

の
手

に
書
付
た
り
し
が

有
け
る
。

い
と
あ
わ
れ
な
り
。
是
を
み

て
あ
る
う
た
よ
み
か
き

つ
け
け
る
。

是
や
そ

の
昔
の
,あ
と
と
お
も
ふ
に
も

忍
ふ
哀
の
た
え
ぬ
宿
か
な

(『
藤
原
隆
信
朝
臣
集
』
)

む

か
し
す

は
う

の
内
侍

の
ふ
る
里
の

は

し
ら

に
我
さ

へ
軒
の
し
の
ふ
草
と

い
う

た
か
き
を
き
た
る
あ
と
の
ち
か
こ
ろ
ま

て
や
ふ
れ
ゆ
か
み
な
か
ら
有

し
を

人
々

ま
か
り
て
故
郷
懐
舊

と
い

へ
る
の
を

よ

め
り
し
に

こ
れ
や
そ
の
昔

の
あ

と

丶
思

ふ
に
も

し

の
ふ
哀

の
た
え

ぬ
や
と
か
な

と
い
う
ぐ
あ
い
で
あ
る
。
全
五
十
三
話
の
主
要
登
場
人
物
で
両
書
共
通
す
る
も
の

が
、
十

一
名
、
ほ
ぼ
五
分
の

一
弱
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
を
物
語
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

さ
き
に
も
見
て
き
た
よ
う
に
、

『
今
物
語
』
の
話
は
、
た
し
か
に
説
話
伝
承
の

世
界
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
信
実
の
父
隆
信
の
家
集
に
、

本
物
語
の
五
分
の

一
弱
の
共
通
人
名
を
み
る
と
き
、
か
な
り
父
隆
信
の
周
辺
か
ら

得
た
話
が
、
こ
の
物
語
に
流
入
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま

り
、
隆
信
は

『
弥
世
継
』
作
者
と
し
て
、
そ
れ
が
、
高
倉

・
安
徳
天
皇
二
代

の
記

と
い
わ
れ
る
も
の
の

(岡

一
男
博
士

『古
典
逍
遙
』
参
照
)
相
当
の
資
料
を
も

っ

て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
の
交
際
範
囲
も
ず
い
ぶ
ん
と
広
範
な
も
の
で

ヘ

へ

あ

っ
た
。
信
実
に
は
世
継
を
作
る
意
図
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

そ
う
い
う
わ
け
で
、
父
の
周
辺
か
ら
の
取
材
が
容
易
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ

が
、
本
物
語
に
独
自
的
な
説
話
を
か
な
り
含
ま
せ
る
結
果
に
な

っ
た
の
で
は
な
い

(79)



か
。即

ち
、

『
今
物
語
』
の
特
色
の

一
は
独
自
的
な
話
が
多
い
こ
と
で
あ
る
と
言
え

る
の
だ
が
、
そ
れ
は
祖
父
為
経

(『
今
鏡
』)
↓
父
隆
信

(『
藤
原
隆
信
朝
臣
集
』)

が
も
た
ら
す
資
料
的
な
も
の
の
援
用
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
説
話
集

も

も

と
は
な
ら
ず
に

『
今
物
語
』
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
内
容
的
に
も
、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』

『
十
訓
抄
』

『
古
今
著
聞
集
』
な

ど
と
較
ら
べ
て
、
作
者
の
叙
述
興
味
が
か
な
り
違

っ
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
し
い
分
析
は
、
次
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
。

(文
芸
科

・
副
手
補
)
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